
 

 

 

 

 

 

  杉 並 区 動 物 との共 生 を考 える懇 談 会 報 告  

 

  ～ 人 と動 物 の共 生 できる杉 並 を目 指 して ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平 成 １ ７ 年 １ ２ 月 

 

  杉 並 区 動 物 との共 生 を考 える懇 談 会  

 

 

 

 



 

《 目    次 》  

                              

序  章  人 と 動 物 の 共 生 で き る 杉 並 を 目 指 し て  ･･･････････ 1 

 

第 １ 章  動 物 を め ぐ る 杉 並 区 の 現 状  ･････････････････････ 2 

第 １ 節  犬 ・ 猫 等 の 飼 育 実 態  ･････････････････････････ 2 

第 ２ 節  動 物 を め ぐ る 苦 情 ・ 要 望 ・ 相 談  ･･･････････････ 3 

第 ３ 節  杉 並 区 の 対 策 の 現 状  ･････････････････････････ 4 

 

第 ２ 章  共 生 の 社 会 づ く り に む け て  ･････････････････････ 6 

第 １ 節  共 生 を 阻 む 背 景 と 原 因  ･･･････････････････････ 7 

第 ２ 節  問 題 解 決 の 方 向 性  ･･･････････････････････････ 8 

第 ３ 節  教 育 機 関 等 の 役 割  ･･･････････････････････････ 9 

 

第 ３ 章  施 策 へ の 取 組 方 針  ････････････････････････････ 11 

第 １ 節  施 策 の 体 系 化 ・ 計 画 化  ･･････････････････････ 11 

第 ２ 節  施 策 実 施 体 制  ･･････････････････････････････ 11 

第 ３ 節  施 策 の 検 証  ････････････････････････････････ 12 

 

第 ４ 章  具 体 的 施 策 の 展 開  ････････････････････････････ 13 

第 １ 節  総 合 的 施 策  ････････････････････････････････ 13 

第 ２ 節  犬 に 関 す る 施 策  ････････････････････････････ 13 

第 ３ 節  猫 に 関 す る 施 策  ････････････････････････････ 17 

第 ４ 節  子 ど も と 動 物 の 環 境 づ く り  ･･････････････････ 19 

第 ５ 節  馬 な ど 大 型 動 物 と の ふ れ あ い  ････････････････ 20 

第 ６ 節  集 合 住 宅 で の ル ー ル づ く り 支 援  ･･････････････ 21 

第 ７ 節  ペ ッ ト 新 税  ････････････････････････････････ 22 

第 ８ 節  共 通 感 染 症 対 策  ････････････････････････････ 23 

第 ９ 節  災 害 対 策  ･･････････････････････････････････ 25 

 

第 ５ 章  「（ 仮 称 ） 動 物 と の 共 生 に 関 す る 条 例 」  ･････････ 26 

第 １ 節  条 例 の 理 念  ････････････････････････････････ 26 

第 ２ 節  条 例 の 規 定 内 容  ････････････････････････････ 26 

 

第 ６ 章  調 和 の と れ た 共 生 社 会 を 目 指 し て  

       ～ あ る べ き 共 生 社 会 の 姿  ････････････････ 27 

 

用 語 解 説  ････････････････････････････････････････････ 28 

資 料 編  ･･････････････････････････････････････････････ 32 

 



   

  
- 1 - 

杉 並 区 動 物 と の 共 生 を 考 え る 懇 談 会 報 告 
 

序 章  人 と 動 物 の 共 生 で き る 杉 並 を 目 指 し て   

近 年 わ が 国 で は 、 社 会 の 少 子 高 齢 化 の 進 展 と と も に 、 動 物 愛

護 の 精 神 が 普 及 し て き た こ と な ど を 背 景 に 、 動 物 に 関 心 を 寄 せ

る 人 や 、 動 物 を 飼 育 す る 人 が 増 え て き ま し た 。 動 物 は 、 私 た ち

の 生 活 に 安 ら ぎ や う る お い を 与 え る 存 在 と し て 、 ま た 、 共 に 暮

ら す か け が え の な い 「 家 族 の 一 員 」 と し て 、 ま す ま す 身 近 な も

の と な っ て き て い ま す 。  

そ の 一 方 で 、 誤 っ た 考 え 方 に 基 づ く 飼 育 や ル ー ル を 無 視 し た

飼 い 方 、 ま た 、 身 近 な 野 生 動 物 へ の 必 要 以 上 の 関 与 、 感 染 症 な

ど 公 衆 衛 生 上 の 問 題 な ど で 、 地 域 の 中 で 様 々 な 混 乱 や ト ラ ブ ル

も 発 生 し て い ま す 。 特 に 杉 並 区 の よ う な 密 集 す る 住 宅 地 で は 、

こ の 傾 向 は 顕 著 な も の と な っ て い ま す 。  

動 物 を め ぐ る こ う し た 様 々 な 問 題 は 、 同 じ 地 域 社 会 の 中 で 人

と 動 物 が 共 に 暮 ら し 、 共 に 生 き て ゆ く た め に 、 解 決 し な け れ ば

な ら な い 大 き な 課 題 と な っ て い ま す が 、 そ の 解 決 の た め に ど の

自 治 体 も 大 変 苦 慮 し て い る の が 実 態 で す 。  

ま た 、 私 た ち の 周 り か ら 昆 虫 な ど の 身 近 な 自 然 が 減 少 し 、 生

命 に 対 す る 感 覚 の 希 薄 化 が 心 配 さ れ て い る 中 で 、 近 報 じ ら れ

る こ と の 多 い 抵 抗 で き な い 弱 者 に 対 す る い じ め や 幼 児 な ど に

対 す る 虐 待 事 件 な ど は 、 同 様 に し て 報 じ ら れ る こ と の 多 い 動 物

虐 待 事 件 と 共 通 の 社 会 的 背 景 が あ る の で は な い か と い わ れ て

い ま す 。 動 物 な ど 命 あ る も の に 対 し て い た わ り を も っ て 接 す る

い つ く し み の 心 が 、 自 殺 や 犯 罪 を 予 防 す る 大 き な 力 と な り 、 社

会 的 に 弱 い 立 場 に あ る 人 も 含 め て 、 全 て の 人 に や さ し い 社 会 の

実 現 に つ な が っ て い く も の と 考 え ら れ ま す 。  

人 と 動 物 の 関 係 が 変 化 し つ つ あ る 中 で 必 要 な こ と は 、 解 決 す
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べ き 課 題 に 地 域 ぐ る み で 取 り 組 み 、 人 も 動 物 も 社 会 を 構 成 す る

一 員 で あ る と い う 視 点 を 持 ち 、 共 に 健 や か に 暮 ら し て ゆ け る よ

う な 地 域 社 会 を つ く る こ と で す 。  

人 と 動 物 の 適 切 な 関 わ り と 動 物 を め ぐ る 問 題 解 決 に 向 け た 指

針 づ く り を 目 的 と し て 設 置 さ れ た 当 懇 談 会 は 、 私 た ち の 生 活 に

も 身 近 な 存 在 で あ る 犬 と 猫 に 関 わ る 問 題 を 中 心 に 話 し 合 い 、

ま た 、 子 ど も と 動 物 の 関 わ り 方 や 公 衆 衛 生 な ど に つ い て も 検 討

し ま し た 。 議 論 の 足 り な い と こ ろ や 検 討 し 尽 く さ れ て い な い こ

と も あ り ま す が 、 ひ と つ の 区 切 り と し て 、 こ こ に 報 告 書 と し て

ま と め ま し た 。 こ の 報 告 を 受 け て 、 具 体 的 な 取 組 み が 開 始 さ れ

る こ と を 強 く 期 待 し ま す 。 さ ら に 、 今 後 も 動 物 と の 関 わ り 方 を

区 民 自 ら が 提 案 し 、 合 意 を 得 な が ら 改 善 し て ゆ く こ と で 、 人 と

動 物 が 真 に 共 生 で き 、 多 く の 人 が 住 み や す い 地 域 社 会 が こ の 杉

並 で 実 現 さ れ る こ と を 願 っ て や み ま せ ん 。  

 

第 １ 章  動 物 を め ぐ る 杉 並 区 の 現 状  

第 １ 節  犬 ・ 猫 等 の 飼 育 実 態   

①  犬 と 猫 の 状 況  

 平 成 16 年 現 在 、区 内 で 飼 わ れ て い る 犬 は 、登 録 犬 約 17,000

頭 ( 1 )、未 登 録 犬 は 推 計 で 約 15,000 頭 ( 2 )、合 計 で 約 32,000 頭

に な り ま す 。 猫 に つ い て は 、 飼 い 猫 と 野 良 猫 を 合 わ せ 約

34,000 頭 ( 3 )と 推 計 さ れ て い ま す 。  

 飼 育 場 所 は 、 犬 も 猫 も 事 故 や 感 染 症 予 防 に 対 す る 知 識 の 普

及 、 近 隣 や 生 態 系 へ の 配 慮 、 よ り 身 近 に い た い と 願 う 人 の 増

加 な ど の 理 由 で 、 屋 内 飼 育 が 多 く な っ て き て い ま す 。 し か し

猫 に 関 し て は 、 依 然 、 放 飼 い も 多 く 、 東 京 都 動 物 愛 護 相 談 セ

ン タ ー (4 )に お け る 殺 処 分 頭 数 は 、 平 成 16 年 度 の 実 績 で 、 生

ま れ た て の 仔 猫 や 負 傷 猫 は 8,517 頭 に の ぼ り 、 犬 の 727 頭 と



   

  
- 3 - 

比 べ 10 倍 以 上 と な っ て い ま す 。ま た 、交 通 事 故 死 も 、東 京 都

全 体 で 年 間 約 24,000 頭 に も 達 し て い ま す 。  

②  そ の 他 の 動 物  

一 方 、 犬 猫 以 外 の 動 物 の う ち ハ ム ス タ ー や フ ェ レ ッ ト な ど

ペ ッ ト や 愛
あ い

玩
が ん

用 と し て 飼 育 さ れ る よ う な 動 物 は 、 屋 内 か 閉 鎖

区 域 の 中 で 飼 育 さ れ て い る と 思 わ れ 、 戸 外 で は ほ と ん ど 目 に

す る こ と が あ り ま せ ん 。 し か し 、 近 、 本 来 日 本 に 生 息 し て

い な い 外 来 種 の 逸 走
い っ そ う

や 遺 棄
い き

な ど が 目 立 っ て き て お り 、 生 態 系

へ の 影 響 や 人 畜 に 対 す る 危 害 の お そ れ が あ る 等 、 新 た な 問 題

と な っ て き て い ま す 。  

第 ２ 節  動 物 を め ぐ る 苦 情 ・ 要 望 ・ 相 談  

①   苦 情 ・要 望 ・相 談 の実 態  

区 に寄 せられる動 物 に関 する苦 情 ・要 望 ・相 談 件 数 は年 間 1,000

件 を超 えています。また、平 成 17 年 度 杉 並 区 区 民 意 向 調 査 ( 5 )によ

ると、5 割 以 上 の区 民 が犬 や猫 からの被 害 経 験 が「あり」と答 えていま

す。  

②  内 容  
犬 で は 、 糞

ふ ん

尿 の 不 始 末 や 引 き 綱 な し の 散 歩 、 犬 を 伴 っ た 入

園 が 禁 止 さ れ て い る 公 園 へ の 立 ち 入 り な ど 、 飼 育 マ ナ ー の 低

さ に 起 因 す る も の が 多 く み ら れ ま す 。 ま た 、 件 数 は 少 な い で

す が 咬 傷
こうしょう

事 故 (6 )の 報 告 が 保 健 所 に 寄 せ ら れ る こ と も あ り ま

す 。  

猫 に関 しても、大 変 多 くの方 から苦 情 ・要 望 ・相 談 が寄 せられてい

ます。糞
ふ ん

尿 に よ る 臭 い や 鳴 き 声 と い っ た も の ば か り で な く 、衣

類 や 植 栽 、 自 動 車 な ど へ の 財 産 的 な 被 害 も 目 立 っ て い ま す 。

また、公 園 等 での無 責 任 な餌 やり ( 7 )によって飼 い主 のいない猫 ( 8 )を

増 やし、地 域 の問 題 になっている事 例 もあ ります。無 責 任 な餌 やりは、

カ ラ ス や ハ ト 、 そ の 他 の 野 生 動 物 に も み ら れ 、糞
ふ ん

や 鳴 き 声 、 臭 気 、 衛

生 問 題 な ど で 近 隣 に 被 害 を 及 ぼ し て いるだ け で な く 、 生 態 系 へ の 影
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響 も懸 念 されています。ま た 、何 ら か の 原 因 で 相 隣 関 係 が 悪 化 し

た た め 、 そ れ が 犬 や 猫 の 問 題 と し て 顕 在 化 し た よ う な ケ ー ス

も 多 く 見 受 け ら れ ま す 。 中 に は 、 タ ヌ キ や フ ェ レ ッ ト あ る い

は ヘ ビ な ど が い る が ど う し た ら よ い か 、 野 生 化 し た ハ ト が 増

え 、 糞
ふ ん

や 羽 毛 な ど で 環 境 が 悪 化 し た と い う よ う な 相 談 も あ り

ま し た 。高 病 原 性 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ が 問 題 に な っ た と き に は 、

ハ ト が 路 上 で 死 ん で い る 、 カ ラ ス が 何 羽 も 死 ん で い る 等 、 心

配 に な っ た 区 民 か ら の 問 い 合 わ せ や 相 談 が 数 多 く 寄 せ ら れ ま

し た 。  

そ の 一 方 で 、犬 同 伴 で の 公 園 へ の 立 ち 入 り や ド ッ グ ラ ン (9）

の 設 置 希 望 な ど 、 ペ ッ ト が 家 族 の 一 員 で あ る こ と を 認 め 、 そ

の 環 境 を 整 え て ほ し い と い う 要 望 も 数 多 く 寄 せ ら れ て い ま す 。

（ 区 に 寄 せ ら れ る 飼 い 主 の マ ナ ー の 苦 情 等 は 資 料 表 １ 参 照 ）  

第 ３ 節  杉 並 区 の 対 策 の 現 状  

①   普 及 啓 発 事 業  

・ ぺ ッ ト の 適 正 飼 養 に つ い て 広 報 や 区 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ へ の

掲 載  

・ 動 物 と の 接 し 方 や 飼 い 方 な ど を わ か り や す く 解 説 し た 「 動

物 通 信 」 を 区 立 小 学 校 の 全 5 年 生 や 区 民 へ 配 布  

・ 啓 発 小 冊 子 「 愛 犬 の し お り 」 を 犬 の 登 録 時 等 に 配 布  

・ 公 園 で の マ ナ ー 啓 発 小 冊 子 を 犬 同 伴 が で き る 区 立 公 園 で 配

布  

・ イ ン ス ト ラ ク タ ー に よ る 「 犬 の し つ け 方 教 室 」 の 開 催  

杉 並 保 健 所 生 活 衛 生 課 主 催 (年 1 回 、 参 加 者 40 人 程 度 ) 

公 園 緑 地 課 主 催 （ 年 4 回 、 参 加 者 各 回 30 人 程 度 ) 

「 犬 と と も だ ち は じ め て 教 室 」（ 年 4 回 、 合 計 40 人 ）  

な ど を 実 施 し て い ま す 。  

②   苦 情 ・ 要 望 ・ 相 談 対 応  
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動 物 に 関 す る 苦 情 ・ 要 望 ・ 相 談 に つ い て は 、 動 物 の 愛 護 及

び 管 理 に 関 す る 法 律 （ 以 下 「 動 愛 法 」 と い う 。）、 東 京 都 動 物

の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 条 例（ 以 下「 都 条 例 」と い う 。）、「 家

庭 動 物 等 の 飼 養 及 び 保 管 に 関 す る 基 準 」 に 基 づ き 、 飼 い 主 を

特 定 し 、 電 話 や 注 意 文 書 の 送 付 、 訪 問 指 導 な ど に よ り 、 適 正

飼 養 に つ い て 注 意 と 助 言 を 行 っ て い ま す 。  

犬 に 関 す る 苦 情 等 の う ち 放 飼 い (1 0 )に つ い て は 、 犬 の 登 録 、

狂 犬 病 予 防 注 射 が 狂 犬 病 予 防 法 等 で 飼 い 主 に 義 務 化 さ れ て お

り 、 登 録 な く 繋 留
けいりゅう

さ れ て い な い 犬 に 対 し て は 、 行 政 に よ る 捕

獲 ・ 収 容 措 置 が と ら れ る こ と と な り ま す 。 し か し 、 糞
ふ ん

尿 の 後

始 末 や 放 飼 い 、 鳴 き 声 な ど 飼 育 マ ナ ー に 関 わ る も の に つ い て

は 、 法 的 な 強 制 力 が な い た め 、 飼 い 主 の 理 解 ・ 協 力 が 得 ら れ

な い 場 合 に は 、 根 本 的 な 解 決 に 至 ら な い 場 合 も 多 く 、 大 き な

課 題 と な っ て い ま す 。  

③   飼 い 主 の い な い 猫 を 増 や さ な い 活 動 支 援 事 業  

猫 に 関 し て は 、「 飼 い 猫 」な の か「 飼 い 主 の い な い 猫 」な の

か の 区 別 が 難 し い こ と 、ま た 、「 飼 い 主 の い な い 猫 」に つ い て

は 、 責 任 の 所 在 が 不 明 確 な こ と の た め 、 根 本 的 な 解 決 策 が 見

出 し に く い 現 状 に あ り ま す 。  

そ こ で 杉 並 区 で は 、 飼 い 主 の い な い 猫 を 減 ら す た め 、 杉 並

区 動 物 対 策 連 絡 会 (1 1 )（ 以 下 「 動 物 対 策 連 絡 会 」 と い う 。） の

報 告 に 基 づ き 、平 成 16 年 度 か ら「 飼 い 主 の い な い 猫 を 増 や さ

な い 活 動 支 援 事 業 (1 2 )」を 開 始 し 、地 域 の 中 で 適 正 に 管 理 さ れ

て い る 飼 い 主 の い な い 猫 に 対 し 、 識 別 標 識 で あ る ピ ア ス 装 着

と 不 妊 去 勢 等 の 処 置 を 施 す 事 業 を 進 め て い ま す 。平 成 16 年 度

の 不 妊 去 勢 手 術 実 績 は 58 頭 、17 年 度 の 手 術 予 定 頭 数 は 80 頭

で あ り 、 合 計 で 約 140 頭 に 不 妊 去 勢 処 置 を 実 施 す る こ と と な

り ま す 。 し か し 、 飼 い 主 の い な い 猫 の 全 体 の 数 か ら 見 て 、 こ
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れ で は ま だ ま だ 十 分 と は い え ま せ ん 。 不 妊 去 勢 事 業 は 、 飼 養

放 棄 や 無 責 任 な 餌 や り を 減 ら す た め の 啓 発 活 動 と と も に 、 飼

い 主 の い な い 猫 を 減 ら す た め の 有 効 な 方 法 の ひ と つ で あ り 、

今 後 さ ら に こ の 事 業 へ の 取 組 み を 拡 充 す る 必 要 が あ り ま す 。  

④   震 災 時 対 策  

杉 並 区 で は 、 防 災 対 策 の 基 本 と な る も の と し て 「 杉 並 区 地

域 防 災 計 画 」 を 定 め 、 そ の 中 で 震 災 時 に お け る 動 物 救 護 対 策

に つ い て も 規 定 し て い ま す 。 ま た 、 東 京 都 獣 医 師 会 杉 並 支 部

（ 以 下 ｢獣 医 師 会 」 と い う 。） と 平 成 14 年 12 月 に 「 災 害 時 の

動 物 に 関 わ る 救 護 活 動 に 関 す る 協 定 」 を 締 結 し ま し た 。 こ れ

ら の 計 画 や 協 定 に 基 づ き 、 災 害 時 に は 大 5 ヵ 所 の 負 傷 動 物

救 護 所 を 震 災 救 援 所 に 立 ち 上 げ 、 負 傷 し た 動 物 に 対 す る 応 急

処 置 等 や 区 内 67 ヵ 所 の 震 災 救 援 所 に 同 行 避 難 (1 3 )し た 動 物 の

管 理 指 導 を 行 う こ と と し て い ま す 。   

⑤   狂 犬 病 等 の 予 防 事 業  

狂 犬 病 (1 4 )に 関 し て は 、法 令 等 に 基 づ き 狂 犬 病 予 防 定 期 注 射

事 業 (1 5 )や 指 導 等 を 行 っ て い ま す 。そ の 他 、人 と 動 物 の 共 通 感

染 症 (1 6 )（ 以 下 「 共 通 感 染 症 」 と い う 。） に つ い て 、 小 冊 子 に

よ る 啓 発 活 動 を 行 っ て い ま す 。  

 

第 ２ 章  共 生 の 社 会 づ く り に 向 け て  

人 と 動 物 と の 関 係 に は 非 常 に 長 い 歴 史 が あ り ま す 。 長 い 年

月 を 経 て 動 物 た ち は 、 人 々 の 暮 ら し の 中 に な く て は な ら な い

も の に な っ て き ま し た 。 か つ て は 主 に 使 役 用 や 家 畜 用 と し て

飼 育 さ れ て き た 動 物 も 、 人 々 の 暮 ら し が 向 上 し 、 ゆ と り が 生

ま れ る よ う に な る と と も に 、 そ の 種 類 や 数 を 増 や し 、 愛 玩
あ い が ん

用

と し て 飼 わ れ る 動 物 も 増 え て き ま し た 。  

ま た 、盲 導 犬 や 介 助 犬 な ど の 身 体 障 が い 者 補 助 犬 (1 7 )や わ ん
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わ ん パ ト ロ ー ル 隊 (1 8 )な ど 、犬 が 社 会 的 に 認 め ら れ る よ う な 活

動 を 行 っ て い る 例 も あ り ま す 。  

 そ し て 現 在 で は 、 動 物 の 命 の 大 切 さ や 動 物 愛 護 に つ い て の

理 解 が 浸 透 す る こ と で 、 コ ン パ ニ オ ン ア ニ マ ル (19 )な ど と 呼

ば れ る よ う に も な り 、動 物 の 福 祉 と い う 面 も 大 切 に し な が ら 、

家 族 の 一 員 の よ う に 生 涯 を 共 に 暮 ら し 、 パ ー ト ナ ー と し て 大

切 に し て い こ う と す る 人 々 が 増 え て き て い ま す 。  

動 物 に 対 す る 考 え 方 が こ の よ う に 変 化 し て き た こ と に は 、

様 々 な 要 因 が 考 え ら れ ま す 。  

ひ と つ に は 、社 会 の 高 齢 化 、核 家 族 化 、少 子 化 な ど に よ り 、

高 齢 単 身 世 帯 、 子 ど も が い な い 世 帯 や ひ と り っ 子 世 帯 が 増 え

て い る こ と を 背 景 に 、 犬 や 猫 を は じ め 様 々 な 種 類 の 動 物 た ち

と 共 に 暮 ら す 人 々 が 増 え て き た こ と で す 。  

ま た 、 都 市 化 の 進 展 に よ り 、 近 隣 の 人 間 関 係 が 希 薄 に な っ

て い る こ と か ら 、 そ の 代 償 を 動 物 た ち に 求 め る ケ ー ス も 増 え

て い ま す 。 屋 内 飼 育 の 増 加 な ど で 、 よ り 密 接 に 過 ご す 時 間 が

多 く な っ た こ と に よ り 、 動 物 た ち が 一 層 身 近 に 感 じ ら れ る こ

と も あ る で し ょ う 。  

 さ ら に 近 年 で は 、 動 物 と の ふ れ あ い を 通 じ た 関 係 が 、 子 ど

も た ち の 心 の 教 育 や 人 間 の 精 神 ・ 肉 体 に 良 好 な 効 果 を も た ら

す こ と が 科 学 的 に も 立 証 さ れ つ つ あ り 、 教 育 的 に も 医 学 的 に

も 注 目 さ れ て き て い ま す 。  

第 １ 節  共 生 を 阻 む 背 景 と 原 因  

①  背 景  

杉 並 区 の よ う な 都 市 の 住 宅 地 で は 、 比 較 的 狭 い 地 域 の 中 に

た く さ ん の 人 と 動 物 が 生 活 し て お り 、 動 物 に 関 し て も 、 近 隣

公 害 型 の ト ラ ブ ル が 多 く な っ て い ま す 。 都 市 部 の コ ミ ュ ニ テ

ィ の 希 薄 さ や 動 物 に 対 す る 考 え 方 や 価 値 観 の 多 様 化 と も 相 ま
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っ て 、 地 域 の 中 で の 解 決 が 難 し い ケ ー ス が 多 く 、 そ の 内 容 も

複 雑 化 ・ 深 刻 化 し て い ま す 。 ま た 、 こ れ ら に 対 す る 行 政 の 対

応 も 決 し て 十 分 な も の と は い え な い 状 況 に あ り ま し た 。  

②  原 因  

動 物 を め ぐ る ト ラ ブ ル の 多 く は 、 そ の 大 部 分 は 低 限 の 飼

育 マ ナ ー が 守 ら れ て い れ ば 解 決 へ 向 か う は ず で す 。 ま た 、 猫

な ど へ の 無 責 任 な 餌 や り が 近 隣 へ の 迷 惑 を 生 む こ と や 、 野 生

動 物 へ の 必 要 以 上 の 関 わ り が 異 常 繁 殖 な ど 生 態 系 を 乱 す こ と

に つ い て 正 し く 理 解 す る こ と も 、 問 題 の 解 決 に つ な が る 大 切

な こ と だ と い え ま す 。 大 部 分 の 飼 い 主 は 、 き ち ん と 飼 育 マ ナ

ー を 守 り 、 自 覚 と 愛 情 を 持 っ た 飼 い 方 を し て い ま す 。 し か し

な が ら 、 ご く 一 部 の 飼 い 主 や 餌 や り を す る 人 達 に 低 限 の マ

ナ ー に 対 す る 理 解 や 配 慮 が 欠 け て い る た め に 、 様 々 な 問 題 が

発 生 し 、 ひ い て は そ れ が 解 決 し が た い 溝 へ と 拡 大 し て し ま う

の で す 。  

第 ２ 節  問 題 解 決 の 方 向 性  

①  地 域 社 会 の 一 員 と し て  

こ れ ら の 問 題 は 、 な に も 動 物 に つ い て だ け に 限 る も の で は

な く 、 都 市 で 生 活 す る す べ て の こ と に 共 通 す る も の で す 。 自

分 の 価 値 観 や 権 利 だ け を 主 張 す る の で は な く 、 他 の 人 の 価 値

観 や 権 利 を 十 分 に 尊 重 し 、 地 域 社 会 の 一 員 と し て で き る だ け

他 人 に 迷 惑 を か け な い と い う 、 一 人 ひ と り の 自 覚 と 配 慮 が す

べ て の 人 が 住 み や す い 地 域 社 会 を 実 現 す る こ と に つ な が っ て

ゆ く の で す 。    

②  地 域 に お け る 役 割 分 担  

そ の た め に は 、 関 係 団 体 な ど と 役 割 分 担 し つ つ 、 区 民 の 主

体 的 な 取 組 み を 行 政 が サ ポ ー ト し 、 地 域 の 中 に 広 く 動 物 愛 護

と 問 題 解 決 の 気 運 を 生 み 出 し て ゆ く こ と が 重 要 な こ と で す 。  
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③  区 民 全 体 の ル ー ル づ く り  

子 ど も た ち が 小 さ な と き か ら 動 物 と の 関 わ り に つ い て 学 ぶ

こ と は 、 命 を 大 切 に す る 心 、 他 者 を 尊 重 す る 心 を 育 て る 大 切

な 取 組 み で す 。義 務 教 育 期 間 中 に 動 物 の 習 性 や 扱 い 方 を 知 り 、

動 物 を 介 し て 「 飼 育 す る 場 合 は 正 し い 飼 い 方 で 後 ま で 責 任

を も っ て 面 倒 を 見 る 」 と い う こ と を 学 ぶ こ と が 不 可 欠 で あ る

と 考 え ま す 。  

ま た 、 価 値 観 の 違 い を 認 め 合 う た め に は 、 知 識 や 経 験 等 を

共 有 す る こ と も 大 切 な こ と で す 。飼 い 主 に 対 し て だ け で な く 、

動 物 を 飼 っ て い な い 人 や 動 物 が 苦 手 な 人 の 立 場 も 十 分 尊 重 し

な が ら 、 様 々 な 側 面 か ら 啓 発 活 動 を 積 極 的 に 展 開 し 、 動 物 と

の 接 し 方 や 飼 い 方 に 関 す る ル ー ル を 区 民 全 体 で 共 有 で き る よ

う に す べ き で す 。 こ の よ う な 啓 発 活 動 を よ り 効 率 的 ・ 効 果 的

に 行 う た め 、 動 物 愛 護 推 進 員 (2 0 )や 町 会 、 自 治 会 、 一 般 区 民 、

動 物 取 扱 業 者 (2 1 )等 も 参 加 し た フ ォ ー ラ ム や 区 全 体 と し て「 動

物 と の 共 生 推 進 運 動 」 を 行 う こ と も 検 討 す べ き で す 。  

ま た 、 こ れ ら の 施 策 に 取 り 組 む 一 方 、 法 令 や ル ー ル を 守 ら

な い 飼 い 主 等 に 対 し て は 、 ペ ナ ル テ ィ を 科 し て ゆ く こ と の 検

討 も 必 要 で あ る と 考 え ま す 。  

第 ３ 節  教 育 機 関 等 の 役 割  

教 育 は 、 人 間 と し て 生 き て ゆ く た め に 必 要 な 知 識 を 身 に つ

け る と と も に 、 豊 か な 人 間 性 を 育 て 、 培 う 場 で も あ り ま す 。

そ の 中 で 、 動 物 に つ い て 学 ぶ こ と は 、 命 に 対 す る 慈 し み の 心

と 弱 い 者 へ の い た わ り の 心 を 育 み 、 優 し い 気 持 ち を 芽 生 え さ

せ る き っ か け と な り ま す 。  

①  教 育 委 員 会 の 取 組 み 方 針  

杉 並 区 で は 、「 地 方 自 治 の 究 極 は 、ま さ に ほ か な ら ぬ 教 育 に

あ る 」 と の 視 点 に 立 脚 し 、 平 成 14 年 度 に 策 定 し た 「 教 育 改
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革 ア ク シ ョ ン プ ラ ン (2 2 )」 に お い て 、「 生 命 を 大 切 に す る 教 育

の 推 進 」を 掲 げ て い ま す 。こ れ に 基 づ き 、平 成 17 年 度 を「 教

育 立 区 元 年 」 と 位 置 づ け 、 全 区 民 一 体 と な っ て 明 日 を 担 う 子

ど も た ち を 育 て る 取 組 み に 着 手 し ま し た 。  

②  教 師 の 役 割  

動 物 を 介 し た 教 育 活 動 を 実 施 す る た め に は 、 教 師 自 身 が 動

物 を 理 解 し 、 正 し い 飼 い 方 や 扱 い 方 を 習 得 し て い る こ と が 前

提 と な り ま す 。 そ う で な け れ ば 、 一 所 懸 命 世 話 を し て い る に

も か か わ ら ず 、 そ れ が か え っ て 動 物 に ス ト レ ス を 与 え る こ と

に も な り か ね ま せ ん 。 動 物 の 立 場 も 十 分 考 慮 し た 世 話 を す る

こ と が 大 切 だ と い う こ と を 教 師 自 身 が 理 解 し 、 実 践 す る と と

も に 、 そ の こ と を 子 ど も た ち に 教 え て い く こ と が 重 要 で す 。

こ う し た 教 育 活 動 を 通 じ て 、 子 ど も た ち は 、 か け が え の な い

生 命 を 感 じ る こ と が で き 、 そ れ を 大 切 に し よ う と す る 心 が 培

わ れ て い く の で す 。  

③  教 育 現 場 で の 取 組 み  

心 の 教 育 が 社 会 で も 大 き な 課 題 と な っ て い る 今 日 、 学 校 で

は 、 豊 か な 心 を 育 て る 教 育 の 一 環 と し て 、 動 物 と の ふ れ あ い

を 取 り 入 れ た 活 動 を 実 施 し て い ま す 。「 教 育 改 革 ア ク シ ョ ン プ

ラ ン 」に も あ る よ う に 、小 動 物 の 飼 育 や 植 物 の 栽 培 を 通 し て 、

そ れ ら の 育 つ 環 境 、 成 長 の 様 子 に 関 心 を も つ こ と で 、 生 命 が

か け が え の な い も の で あ る こ と を 感 じ と る と と も に 、 自 他 の

生 命 を 尊 重 す る 教 育 を 推 進 し て い ま す 。  

現 在 、 杉 並 区 の ほ ぼ 全 て の 幼 稚 園 、 小 学 校 で ウ サ ギ 、 ニ ワ

ト リ 、 モ ル モ ッ ト 、 ア ヒ ル な ど の 小 動 物 や 昆 虫 が 飼 育 さ れ て

い ま す 。  

④  教 育 現 場 の 問 題 点  

こ う し た 中 で 、 学 校 で 動 物 を 飼 育 す る こ と に つ い て 様 々 な
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課 題 も 指 摘 さ れ て き て い ま す 。 例 え ば 、 世 話 を す る 教 職 員 や

子 ど も が 常 時 入 れ 替 わ る 、 夜 間 や 休 日 、 長 期 休 業 な ど に は 十

分 な 世 話 が で き な い な ど 、 動 物 を 継 続 的 に 飼 育 す る こ と に は

不 向 き な 面 が あ り ま す 。 ま た 、 世 話 を す る 体 制 が 整 わ な い 、

飼 育 に 必 要 な 予 算 が 確 保 で き な い 、 教 育 活 動 に 十 分 活 か す こ

と が で き な い な ど 、 前 述 の 理 念 と は か け 離 れ た 状 況 に あ る こ

と も 事 実 で す 。  

⑤  小 動 物 の 飼 育 に 関 す る 委 員 会  

学 校 で の 動 物 を 介 し た 教 育 に 関 す る 取 組 み 指 針 を 定 め 、 飼

育 等 に 伴 う 様 々 な 課 題 に 取 り 組 む た め 、 校 長 ・ 副 校 長 ・ 教 師

な ど の 代 表 で 構 成 さ れ る 小 動 物 の 飼 育 に 関 す る 委 員 会 を 開 催

し 、 学 校 で の 小 動 物 の 飼 育 に つ い て の 研 究 、 研 修 、 調 査 な ど

を 行 っ て い ま す が 、 広 く 学 校 で の 取 組 み 指 針 を 提 示 す る に は

至 っ て い な い の が 現 状 で す 。  

  

第 ３ 章  施 策 へ の 取 組 方 針  

第 １ 節  施 策 の 体 系 化 ・ 計 画 化  

当 懇 談 会 で 提 示 す る 各 施 策 は 例 示 的 な も の で あ り 、 具 体 的

な 課 題 解 決 に 向 け て は 、 状 況 に 応 じ て 柔 軟 か つ 適 切 に 対 応 し

て ゆ く 必 要 が あ り ま す 。  

ま た 各 施 策 は 、 直 ち に 全 て の も の に 取 り 組 む こ と は で き な

い の で 、 体 系 立 て て 段 階 的 に 取 り 組 み 、 そ れ ぞ れ が 相 互 に 連

携 し 合 う こ と で 大 の 効 果 が 得 ら れ る よ う に す べ き で す 。 そ

の た め に は 、 統 一 的 な 進 行 管 理 の も と に 、 年 次 計 画 を 定 め 、

定 期 的 に 検 証 ・ 見 直 し を 行 い な が ら 、 計 画 的 に 施 策 に 取 り 組

ん で ゆ く こ と が 必 要 で す 。  

第 ２ 節  施 策 実 施 体 制  

現 在 、 動 物 問 題 に つ い て の 公 的 な 検 討 組 織 は 当 懇 談 会 の ほ
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か に 、 動 物 対 策 連 絡 会 、 災 害 時 の 動 物 救 護 対 策 検 討 会 及 び 小

動 物 の 飼 育 に 関 す る 委 員 会 が あ り 、 こ の ほ か に 狂 犬 病 予 防 注

射 に つ い て 、 獣 医 師 会 の 狂 犬 病 予 防 注 射 検 討 委 員 会 と 杉 並 保

健 所 生 活 衛 生 課 と の 間 で 随 時 協 議 が 行 わ れ て い ま す 。  

そ れ ぞ れ 個 別 に 検 討 を 進 め て い る こ れ ら の 検 討 組 織 を 、 総

合 的 な コ ン ト ロ ー ル の も と に 再 編 し 、 よ り 効 果 的 、 効 率 的 な

組 織 体 系 と す べ き で あ る と 考 え ま す 。  

そ の た め 、 当 懇 談 会 の 報 告 を 具 体 化 し 、 検 証 す る （ 仮 称 ）

杉 並 区 動 物 と の 共 生 具 体 化 検 討 委 員 会 （ 以 下 「 共 生 具 体 化 検

討 委 員 会 」と い う 。）を 新 た に 設 置 し 、動 物 虐 待・遺 棄
い き

問 題 や

未 登 録 犬 に 対 す る 対 策 な ど を 含 め 、 動 物 施 策 に つ い て 総 合 的

な 検 討 を 進 め て ゆ く こ と が 必 要 で す 。 そ し て そ の 調 整 の も と

に 、 動 物 愛 護 推 進 員 、 獣 医 師 、 行 政 を 構 成 員 と す る 動 物 対 策

連 絡 会 、 獣 医 師 及 び 行 政 を 構 成 員 と す る 災 害 時 の 動 物 救 護 対

策 検 討 会 を 置 き 、 施 策 の 具 体 化 に 向 け た 検 討 を 行 っ て ゆ く こ

と を 提 言 し ま す 。  

ま た 、 現 在 、 区 の 行 政 組 織 の 中 で 動 物 に 関 わ る 行 政 を 所 掌

し て い る 部 課 は 複 数 に ま た が っ て お り 、 そ れ ら が 必 ず し も 相

互 に 連 携 を と り な が ら 動 物 施 策 を 遂 行 し て い る と は い え ま せ

ん 。 こ の 提 言 に 基 づ い て 施 策 を 遂 行 し て ゆ く に は 、 関 係 機 関

が 総 合 的 な 調 整 の も と に 、 有 機 的 な 連 携 を と り 、 効 果 的 な 事

業 実 施 体 制 を 築 い て ゆ く こ と が 求 め ら れ ま す 。 そ の た め の 常

設 の 調 整 機 関 と し て 、 本 懇 談 会 の 事 務 局 を 中 心 と し た 関 係 部

課 に よ る (仮 称 )動 物 施 策 調 整 会 議 を 設 置 す る こ と が 必 要 で あ

る と 考 え ま す 。  

第 ３ 節  施 策 の 検 証  

各 施 策 に つ い て は 、 そ の 進 捗 状 況 や 実 施 結 果 を 検 証 し 、 さ

ら に そ の 成 果 を 継 承 ・ 発 展 さ せ て い く 必 要 が あ り ま す 。 そ の
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た め の 検 証 は 前 述 の (仮 称 )動 物 施 策 調 整 会 議 が 行 い 、 さ ら に

そ の 結 果 を 、 共 生 具 体 化 検 討 委 員 会 に 随 時 報 告 し 、 必 要 に 応

じ て 施 策 を 見 直 し て ゆ く こ と が 必 要 で す 。  

 

第 ４ 章  具 体 的 施 策 の 展 開  

 第 １ 節  総 合 的 施 策  

動 愛 法 、 都 条 例 等 で は 、 虐 待 防 止 や 適 正 取 扱 な ど に 関 し て

罰 則 を 定 め 、 厳 し く 規 定 し て い ま す 。  

動 愛 法 の 立 法 趣 旨 な ど か ら 、  

・  動 物 を 飼 う 場 合 は 、 責 任 を 持 っ て 適 正 に 飼 養 す る こ と  

・  動 物 を 飼 う 場 合 は 、 周 り に 迷 惑 を か け な い よ う に 努 め る

こ と  

・  動 物 を 飼 う 場 合 は 、 そ の 動 物 を 迷 子 に し な い た め に 身 元

標 識 を 着 け る こ と  

こ れ ら を 徹 底 し て ゆ く こ と が 、 人 に と っ て も 、 動 物 に と っ

て も 、「 健 康 で 快 適 に 生 き て ゆ く 権 利 」の 拡 大 に つ な が っ て ゆ

く こ と と な り ま す 。  

 第 ２ 節  犬 に 関 す る 施 策  

  適 正 な 飼 養 、 基 本 的 な し つ け 、 飼 育 マ ナ ー な ど を 広 く 啓 発

す る と と も に 、個 別 の 課 題 に 取 り 組 ん で ゆ く こ と が 大 切 で す 。

当 懇 談 会 は 、 次 の 具 体 的 な 施 策 を 行 っ て い く こ と を 提 案 し ま

す 。  

①   飼 養 講 習 会 事 業  

現 在 、 杉 並 保 健 所 生 活 衛 生 課 や 公 園 緑 地 課 な ど が 単 独 事 業

と し て 行 っ て い る 「 犬 の し つ け 方 教 室 」 な ど の 講 習 会 等 の 事

業 を 統 合 し 、 内 容 を 拡 充 す る 必 要 が あ り ま す 。 ま た 、 講 習 会

受 講 者 は 、 指 定 さ れ た 公 園 に 犬 と 一 緒 に 入 れ る 許 可 証 を 発 行

す る な ど の 特 典 を 付 与 す る こ と 等 、 受 講 動 機 を 高 め る 方 策 も
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検 討 さ れ る べ き で す 。  

②   動 物 取 扱 業 者 に よ る 啓 発 活 動  

平 成 17 年 6 月 、動 愛 法 が 改 正 さ れ 、動 物 取 扱 業（ 販 売 業 や

保 管 業 ＝ ペ ッ ト ホ テ ル 等 ） に つ い て は 届 出 制 か ら 登 録 制 に な

り （ 政 令 で 定 め る 日 か ら 施 行 ）、登 録 業 者 に 対 し 、登 録 番 号 を 記 し た

標 識 の 掲 示 と 事 業 所 ご と に 動 物 取 扱 責 任 者 の 選 任 と 研 修 が 義

務 づ け ら れ ま し た 。  

こ の 改 正 を 受 け 、 犬 の 飼 い 方 、 飼 育 マ ナ ー 等 に つ い て の 啓

発 パ ン フ レ ッ ト を 作 成 し 、 犬 や 猫 等 の 購 入 時 に 配 布 す る こ と

や 、 法 令 や 飼 い 主 指 導 な ど に つ い て の 事 業 者 講 習 を 行 い 、 受

講 事 業 者 に 対 し て は 受 講 済 の 表 示 用 ス テ ッ カ ー な ど を 配 布 す

る な ど 、 普 及 啓 発 に 関 し て の 協 力 を 求 め る べ き で す 。  

③   犬 同 伴 で の 公 園 へ の 立 入 り や ド ッ グ ラ ン 設 置 の 検 討  

現 在 、 区 内 の 5 つ の 公 園 （ 井 草 森 公 園 、 馬 橋 公 園 、 蚕 糸 の

森 公 園 、 塚 山 公 園 、 柏 の 宮 公 園 ） を 除 く す べ て の 公 園 で 犬 を

連 れ て の 利 用 が 禁 止 さ れ て い ま す 。 し か し 、 区 民 か ら の 要 望

が 大 き く な っ て い る 状 況 の 中 で 、 事 前 講 習 な ど に よ る 利 用 マ

ナ ー の 徹 底 や 、 事 故 防 止 対 策 な ど の 必 要 な 条 件 整 備 が 可 能 な

公 園 に つ い て は 、 犬 を 伴 っ た 立 入 り 利 用 の 是 非 に つ い て 、 検

討 を 行 っ て い く 必 要 が あ り ま す 。 ま た 、 同 じ 様 に 区 民 か ら の

要 望 の 強 い ド ッ グ ラ ン の 設 置 に つ い て は 、 適 当 な 候 補 地 の 確

保 、 近 隣 住 民 の 理 解 ・ 協 力 、 不 測 の 事 故 防 止 対 策 、 運 営 形 態

の 検 討 な ど 解 決 す べ き 課 題 は 多 い の で す が 、 関 係 機 関 と 協 議

し 、 設 置 に 向 け た 検 討 を 開 始 す る 必 要 が あ り ま す 。  

④   糞
ふ ん

尿 の 放 置 対 策  

区 民 か ら 苦 情 の 絶 え な い 犬 の 糞
ふ ん

の 放 置 に 対 し て は 、 現 在 、

杉 並 区 生 活 安 全 及 び 環 境 美 化 に 関 す る 条 例 (2 3 )（ 以 下「 安 全 美

化 条 例 」と い う 。）で 既 に 罰 則 規 定 が 設 け ら れ て い ま す が 、モ
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デ ル 地 区 内 だ け の 適 用 で あ る 現 行 規 定 を 条 例 改 正 し 、 区 内 全

域 の 罰 則 適 用 に つ い て 、 共 生 具 体 化 検 討 委 員 会 に お い て 検 討

を 開 始 す る 必 要 が あ り ま す 。  

な お 、現 在 、犬 や 猫 の 糞
ふ ん

尿 の 放 置 よ る 悪 臭 、衛 生 悪 化 な ど

に 対 し て 、 罰 金 や 氏 名 の 公 表 な ど の 罰 則 適 用 を 求 め る 声 が 大

変 強 く な っ て い ま す 。 犬 を 伴 っ た 入 園 が 禁 止 さ れ て い る 公 園

や 道 路 な ど で の 汚 物 放 置 や 、 注 意 し て も 嫌 が ら せ 的 に 門 前 な

ど を 汚 さ れ る と い っ た 悪 質 な 事 例 が 後 を 絶 た な い 現 状 の 中 で 、

個 人 で の お 願 い や 注 意 と い っ た レ ベ ル で の 解 決 は 大 変 困 難 な

状 況 に な っ て き て い ま す 。   

先 の 区 民 意 向 調 査 ア ン ケ ー ト で は 、「 共 生 の た め に 区 が 進

め る べ き こ と は 」 と の 問 い に 対 し 、 8 項 目 か ら 3 つ の 選 択 肢

を 選 ぶ 設 問 に お い て 、「 正 し い 飼 い 方 を し な い 人 に ペ ナ ル テ ィ

を 科 す 」 と し た 回 答 は 37.4％ で し た 。  

そ の 一 方 で 、何 ら か の 罰 則 を 規 定 し 、一 定 の 行 為 を 強 権 的

に 規 制 し て ゆ く こ と に は 、 そ の 是 非 や 効 果 に 対 す る 疑 問 の 声

な ど 、 必 ず し も 賛 成 の 意 見 ば か り で は あ り ま せ ん 。 罰 則 は 、

直 接 区 民 の 権 利 利 益 を 規 制 す る こ と に つ な が る た め 、 あ く ま

で も 補 完 的 な 対 策 で あ り 、 あ る べ き 姿 を 実 現 す る た め の 「

後 の 手 段 」 だ か ら で す 。 また実 際 の適 用 に当 たっては、区 民 への

周 知 が十 分 行 われていることが最 低 限 必 要 なことです。 

現 在 、安 全 美 化 条 例 に お い て 、公 共 の 場 所 に お け る 犬 の 糞
ふ ん

の 放 置 に 対 す る 罰 則 が 規 定 さ れ て い ま す が 、 こ れ は 同 条 例 に

規 定 す る 「 生 活 安 全 ・ 環 境 美 化 推 進 モ デ ル 地 区 （ 以 下 「 推 進

モ デ ル 地 区 」 と い う 。）」 内 に 限 ら れ て お り 、 現 時 点 で 推 進 モ

デ ル 地 区 の 指 定 は な く 、 適 用 さ れ て い ま せ ん 。  

動 物 に 関 わ る 問 題 に つ い て は 、あ る 程 度 強 い 規 範 が 求 め ら

れ て い る に も か か わ ら ず 、 区 市 町 村 レ ベ ル で の 罰 則 規 定 が 少
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な い 現 状 は 、 住 民 意 識 が 未 だ に 罰 則 の 一 般 化 に ま で 及 ん で い

な い こ と を 裏 付 け て い ま す 。  

さ ら に 、区 内 全 域 で 違 反 行 為 を 取 り 締 ま り 、罰 則 適 用 を す

る た め に は 、 新 た な 人 的 ・ 物 的 な 体 制 を 整 え 、 条 件 整 備 を 図

る こ と も 必 要 に な っ て き ま す 。  

こ れ ら の こ と を 考 え 合 わ せ る と 、当 懇 談 会 で は 、当 面 、新

た な 罰 則 規 定 を 設 け る の で は な く 、 飼 育 マ ナ ー の 徹 底 に 向 け

た 取 組 み を さ ら に 強 化 す る と と も に 、 罰 則 に つ い て は 安 全 美

化 条 例 に 定 め る 推 進 モ デ ル 地 区 の 指 定 等 に よ り 対 処 す る こ と

と し 、 区 民 の 十 分 な コ ン セ ン サ ス が 得 ら れ 、 区 の 体 制 が 整 え

ら れ る 時 期 ま で 罰 則 の 一 般 規 定 化 は 見 送 り 、 3 年 を 目 途 と し

て 引 き 続 き 検 討 を 進 め て い く こ と が 必 要 で あ る と 考 え ま す 。  

⑤   狂 犬 病 予 防 接 種 事 業   

狂 犬 病 予 防 法 で は 、 飼 養 す る 犬 を 登 録 す る こ と や 狂 犬 病 予

防 注 射 を 受 け さ せ る こ と は 法 律 上 の 義 務 と さ れ 、 こ れ に 違 反

し た 場 合 に は 、飼 い 主 に 対 し て 罰 則（ 20 万 円 以 下 の 罰 金 ）が

規 定 さ れ て い ま す 。 狂 犬 病 の 流 行 ・ 蔓 延
ま ん え ん

を 未 然 に 食 い 止 め る

た め に は 、予 防 注 射 の 接 種 率 向 上 が 喫 緊
き っ き ん

の 課 題 と さ れ て お り 、

飼 い 主 に 対 す る 登 録 ・ 接 種 の 周 知 ・ 指 導 を さ ら に 強 化 す る 必

要 が あ り ま す 。  

杉 並 区 で は 、 こ れ ま で 集 合 注 射 方 式 で 実 施 し て き た 定 期 狂

犬 病 予 防 接 種 事 業 を 、 区 民 の 利 便 性 向 上 と 衛 生 確 保 な ど の 観

点 か ら 、 獣 医 師 会 の 協 力 を 得 て 17 年 度 に 動 物 病 院 方 式 (2 4 )に

変 更 し ま し た 。 今 後 、 こ れ に つ い て の 検 証 を 行 い な が ら 、 接

種 率 向 上 の た め の よ り 効 果 的 な 事 業 実 施 の 方 法 に つ い て 検 討

を 進 め て ゆ く 必 要 が あ り ま す 。  

⑥  身 体 障 が い 者 補 助 犬 に つ い て  

盲 導 犬 や 介 助 犬 な ど の 身 体 障 が い 者 補 助 犬 に つ い て は 、 未



   

  
- 17 - 

だ 社 会 的 に 広 く 認 知 さ れ て い る と は い え ず 、 必 ず し も 活 躍 す

る 環 境 が 十 分 に 整 え ら れ て い る と は い え な い 状 況 に あ り ま す 。

こ れ ら の 犬 が 社 会 的 に 認 知 さ れ 、公 共 的 な 交 通 機 関 や 飲 食 店 、

旅 館 等 の 利 用 が 円 滑 に で き る よ う な 環 境 を 整 え る こ と も 必 要

で あ る と 考 え ま す 。   

第 ３ 節  猫 に 関 す る 施 策  

猫 の 問 題 の 多 く は 、 飼 い 主 の 有 無 に 関 わ ら ず 、 屋 外 に い る

猫 か ら 発 生 し て い ま す 。 ま た 、 糞
ふ ん

尿 や 鳴 き 声 な ど 人 と の 関 係

の 問 題 だ け で な く 、 事 故 や 感 染 症 な ど の 危 険 に さ ら さ れ る こ

と な ど が 原 因 で 、 屋 内 飼 育 の 猫 と 比 較 し て 屋 外 猫 は か な り 短

命 で あ る と い わ れ て い ま す 。 屋 外 猫 を 減 ら す た め に は 、 飼 い

主 が 、 猫 の 生 態 な ど を 理 解 し 、 終 生 飼 養 ・ 屋 内 飼 育 等 の 責 務

を 果 た す こ と が 不 可 欠 で す 。 そ の 上 で 、 捕 獲 収 容 で は な く 、

地 域 の 協 力 を 得 な が ら 正 し い 飼 い 方 の 普 及 や 繁 殖 制 限 な ど の

取 組 み を 推 進 し て い く こ と が 重 要 で す 。  

①   飼 い 主 等 へ の 啓 発 事 業  

当 面 の 取 組 み と し て 、屋 内 飼 育 、身 元 表 示 (2 5 )、不 妊 去 勢 手

術 、 終 生 飼 養 の 徹 底 に つ い て 、 あ ら ゆ る 機 会 を と ら え て 普 及

啓 発 し て ゆ く こ と が 求 め ら れ ま す 。 パ ン フ レ ッ ト や 冊 子 な ど

の 作 成 と 配 布 、 広 報 や ホ ー ム ペ ー ジ な ど の 活 用 に よ る き め 細

か な 情 報 提 供 を 行 い 、 飼 い 主 の 責 務 に つ い て 自 覚 を 促 す こ と

は も ち ろ ん 、 こ れ ま で 行 わ れ て こ な か っ た 飼 い 主 を 対 象 と し

た 講 習 会 を 開 催 し 、 猫 の 上 手 な 飼 い 方 や 医 学 的 な 情 報 提 供 の

ほ か 、 屋 内 飼 育 、 身 元 表 示 、 不 妊 去 勢 手 術 、 終 生 飼 養 に つ い

て 、 直 接 理 解 を 求 め る こ と で 、 適 正 飼 養 に つ い て の 徹 底 を 図

る こ と が 大 切 で す 。  

ま た 、 啓 発 用 プ レ ー ト も 、 す べ て 行 政 が 作 成 す る の で は な

く 、 小 中 学 生 や 区 民 な ど か ら 標 語 や イ ラ ス ト を 募 集 し 、 よ り
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人 々 の 注 意 を ひ き つ け 、 訴 求 力 の あ る も の を 作 成 し 、 配 布 す

る な ど 、 従 来 の 取 組 み に あ た っ て も 創 意 工 夫 を し て ゆ く こ と

が 必 要 で す 。  

②   飼 い 猫 の 登 録 制  

① で 述 べ た 普 及 啓 発 に 努 め る 一 方 、 区 内 に お け る 飼 い 猫 の

実 態 を 把 握 す る と と も に 、自 覚 と 責 任 を も っ た 飼 養 を 促 進 し 、

逸 走
い っ そ う

や 災 害 時 な ど で の 個 体 識 別 (2 6 )を 容 易 に す る た め 、共 生 具

体 化 検 討 委 員 会 に お い て 猫 の 登 録 制 (2 7 )に つ い て 検 討 を 開 始

す る こ と が 必 要 で す 。 た だ し 、 猫 の 登 録 制 に つ い て は 、 当 懇

談 会 に お け る 議 論 の 中 で 、 少 数 の 反 対 意 見 が あ り ま し た 。 今

後 、 そ れ ら に 配 慮 す る と と も に 、 区 民 の 意 識 と 理 解 状 況 を 十

分 勘 案 し な が ら 、 段 階 的 、 計 画 的 に 進 め て ゆ く 必 要 が あ る と

考 え ま す 。当 面 、18 年 度 に 区 の 現 状 や 他 自 治 体 の 状 況 等 に つ

い て 調 査・研 究 を 実 施 し た 上 で 、平 成 19 年 度 に 任 意 登 録 制 を

実 施 し 、そ の 結 果 等 を 検 証 し な が ら 、21 年 度 の 義 務 化 を 目 標

に 検 討 を 行 う こ と が 適 当 と 考 え ま す 。 将 来 的 に は 、 犬 の 登 録

制 度 と 同 様 に 、 登 録 の 義 務 化 と 併 せ て 、 無 登 録 の 飼 い 主 に 対

す る 罰 則 を も 視 野 に 入 れ た 検 討 が 必 要 で す 。  

た だ し 、猫 の 登 録 に つ い て は 、あ く ま で も 飼 い 主 の 自 覚 と

責 務 を 徹 底 し 、併 せ て 、逸 走
い っ そ う

時 や 災 害 時 等 で の 猫 の 個 体 識 別

を 容 易 に す る た め の も の で 、犬 の 場 合 の よ う に 狂 犬 病 予 防 を

前 提 と し た 捕 獲・処 分 に つ な が る も の で は あ り ま せ ん 。ま た 、

例 え ば マ イ ク ロ チ ッ プ (2 8 )の 装 着 や 迷 子 札 付 首 輪 の 交 付 な ど 、

登 録 す る こ と に 伴 う 特 典 付 与 な ど の 登 録 促 進 策 に つ い て も

考 え る 必 要 が あ り ま す 。   

③   飼 い 主 の い な い 猫 対 策  

当 面 の 取 組 み と し て 、 現 在 実 施 中 の 「 飼 い 主 の い な い 猫 を

増 や さ な い 活 動 支 援 事 業 」 に つ い て は 、 そ の 効 果 を 検 証 し な
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が ら さ ら に 拡 充 し て ゆ く 必 要 が あ り ま す 。  

ま た 、 様 々 な 立 場 か ら 飼 い 主 の い な い 猫 を め ぐ る 意 見 交 換

を 行 い 、 相 互 理 解 を 進 め る た め 、 地 域 ご と の フ ォ ー ラ ム を 開

催 す る こ と も 検 討 す べ き で す 。  

さ ら に 、「 飼 い 主 の い な い 猫 を 増 や さ な い 活 動 支 援 事 業 」に

申 請 し て い る グ ル ー プ と 自 治 会 な ど 地 域 団 体 と の ネ ッ ト ワ ー

ク 化 を 進 め 、 活 動 地 域 の 点 か ら 面 へ の 広 が り を 図 り 、 地 域 で

自 主 的 に 問 題 解 決 で き る よ う な 体 制 づ く り が 望 ま し い と 考 え

ま す 。  

次 に 、 長 期 的 取 組 み と し て 、 飼 い 主 の い な い 猫 に 対 し て 無

責 任 に 餌 を 与 え 続 け る だ け の 場 合 に つ い て は 、 罰 則 も 含 め て

規 制 し て ゆ く 方 向 で 考 え ざ る を 得 な い 状 況 と な っ て い ま す 。

実 態 調 査 の 実 施 や 周 知 徹 底 を 図 り な が ら 体 制 整 備 を 進 め 、 罰

則 の 規 定 化 に 向 け て 、 共 生 具 体 化 検 討 委 員 会 に お い て 検 討 を

開 始 す る こ と が 必 要 で す 。  

こ の よ う に 、  

・ 飼 い 主 の い る 猫 の 対 策   

・ 飼 い 主 の い な い 猫 の 対 策   

・ 無 責 任 な 餌 や り 規 制  

に 体 系 的 に 取 り 組 む こ と で 、 そ れ ら が 相 乗 効 果 と な っ て 、

「 猫 の 適 正 飼 養 の あ り 方 」 の 実 現 へ の 道 づ く り に な る も の と

考 え ま す 。  

第 ４ 節  子 どもと動 物 の環 境 づくり 

家 庭 や 教 育 機 関 、 地 域 な ど が 協 力 し 、 子 ど も た ち が 動 物 に

親 し み を 覚 え ら れ る よ う な 場 を 設 け 、 動 物 と の 接 し 方 を 自 然

に 身 に つ け ら れ る よ う な 環 境 づ く り が 重 要 で す 。   

①   土・日 曜 日 の 校 庭 や 公 園 等 子 ど も た ち が 参 加 し や す い 時 間

帯 や 場 所 を 選 び 、動 物 の 講 習 会 を 開 催 し た り 、飼 育 の 手 伝 い
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を 動 物 公 園 等 で 行 っ た り 、動 物 に 関 す る 学 習 発 表 の 場 を 設 け

る な ど 、人 と 動 物 と の 関 わ り を 身 近 に 感 じ 、学 習 で き る よ う

な 場 づ く り が 大 切 で す 。  

②   教 育 機 関 で の 飼 育 条 件 の 整 備  

ま ず 、 学 校 ご と に 飼 育 実 態 を 調 査 し 、 今 後 の 目 標 と 方 策 を

策 定 し 、 飼 育 小 屋 、 餌 、 医 療 の 確 保 な ど 飼 育 動 物 が 生 活 し て

ゆ け る た め の 諸 条 件 や 予 算 上 の 手 当 て も 含 め て 、 管 理 ・ 飼 養

責 任 を 全 う で き る 体 制 を 確 立 す る こ と が 急 務 で す 。  

ま た 、 飼 育 動 物 担 当 教 員 を 対 象 に 飼 育 方 法 等 に つ い て の 研

修 の 充 実 が 不 可 欠 で す 。  

③   具 体 的 取 組 み の 提 案  

飼 育 小 屋 で の 飼 育 に こ だ わ ら ず 、 飼 育 条 件 が 整 う ま で は 当

面 飼 育 し な い と い う 選 択 や ハ ム ス タ ー の よ う な 小 動 物 を ク ラ

ス 単 位 で 飼 育 す る な ど 、 そ れ ぞ れ の 学 校 が 動 物 と の 関 わ り を

工 夫 す る こ と が 大 切 で す 。  

こ れ と 併 せ て 、 教 育 委 員 会 で 協 力 校 を 指 定 し 、 動 物 介 在 教

育 (2 9 )の 方 法 を 研 究 す る こ と な ど 、学 校 ご と に こ れ ま で 実 施 し

て き た 様 々 な 取 組 み を 充 実 さ せ 、 そ れ を よ り 継 続 的 に 推 進 し

て ゆ く た め の 取 組 み に つ い て も 考 え る 必 要 が あ り ま す 。  

④   小 動 物 の 飼 育 に 関 す る 委 員 会 の 活 性 化  

こ れ ま で の 委 員 会 活 動 に 加 え 、 各 教 育 機 関 が 行 っ て い る 独

自 の 取 組 み や 工 夫 、 研 究 に つ い て の 発 表 の 場 を 設 け る な ど 、

教 育 現 場 で 活 用 さ れ る よ う な よ り 具 体 的 な 取 組 み に つ い て の

情 報 発 信 に つ い て 考 え る 必 要 が あ り ま す 。  

第 ５ 節  馬 な ど 大 型 動 物 と の ふ れ あ い  

当 懇 談 会 は 、 馬 な ど の 大 型 動 物 を 、 人 と 動 物 と の 共 生 の シ

ン ボ ル と し て 、 動 物 愛 護 精 神 の 普 及 に 活 用 で き な い か 、 意 見

交 換 を 行 い ま し た 。  
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近 年 、 障 が い 者 や 高 齢 者 な ど が 動 物 と ふ れ あ う こ と で 癒
い や

し

の 効 果 を 得 る ア ニ マ ル ・ セ ラ ピ ー が 、 注 目 を 集 め て い ま す 。

特 に 、 馬 や ポ ニ ー を 使 っ た 乗 馬 療 法 は 、 精 神 面 だ け で な く 、

身 体 的 な リ ハ ビ リ 治 療 の ひ と つ と し て も 、 世 界 各 国 で 研 究 さ

れ 、 実 践 さ れ て い ま す 。  

当 懇 談 会 は 、 こ れ ら の 障 が い 者 や 高 齢 者 な ど が 、 馬 や ポ ニ

ー と の ふ れ あ い 体 験 や 乗 馬 体 験 な ど が で き る 機 会 を 設 け る こ

と に つ い て も 、 検 討 を 進 め て ゆ く こ と を 提 案 し ま す 。  

第 ６ 節  集 合 住 宅 で の ル ー ル づ く り 支 援  

マ ン シ ョ ン な ど 集 合 住 宅 に お け る ペ ッ ト 飼 養 に 関 し て は 、

一 定 の 空 間 に 人 と 動 物 が 密 度 高 く 、集 合 的 に 暮 ら す こ と か ら 、

鳴 き 声 や 臭 い 、 衛 生 管 理 な ど で 問 題 が 顕 在 化 し 易 く 、 管 理 規

約 に お い て 飼 育 禁 止 を 規 定 し て い る 集 合 住 宅 が 多 く み ら れ ま

す 。  

一 方 、平 成 15 年 度 に 内 閣 府 が 行 っ た 世 論 調 査 で は 、集 合 住

宅 に お い て 、「 一 定 の ル ー ル を 守 れ ば 飼 っ て も よ い 」 と す る 人

も 含 め て 約 60％ の 人 が 飼 育 許 容 の 回 答 を し て い ま す 。昭 和 61

年 度 の 同 じ 設 問 に 対 す る 回 答 の 割 合 で あ る 約 40％ と 比 較 す る

と 約 20 ポ イ ン ト 高 い 結 果 と な っ て い ま す 。 逆 に 、「 飼 っ て は

い け な い 」と す る 人 の 割 合 は 、昭 和 61 年 度 調 査 で 約 51％ で あ

っ た の に 比 較 し て 、平 成 15 年 度 で は 約 37％ と 全 体 の 半 数 を 下

回 っ て い ま す 。こ の 調 査 結 果 は 、集 合 住 宅 で の ペ ッ ト の 飼 育 を

許 容 す る 人 の 割 合 が 増 え て い る こ と の ひ と つ の 現 わ れ と 考 え

ら れ ま す 。  

ま た 、既 に 民 間 マ ン シ ョ ン な ど で ペ ッ ト 仕 様 の 住 宅 が 人 気 を

集 め て い ま す が 、阪 神 淡 路 大 震 災 で の 震 災 復 興 住 宅 な ど で「 ペ

ッ ト の 飼 え る 公 営 集 合 住 宅 」を 設 置 し た り 、都 市 基 盤 整 備 公 団

が ペ ッ ト 共 生 型 の 賃 貸 住 宅 を 整 備 す る な ど 、公 的 住 宅 に お い て
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も 次 第 に ペ ッ ト の 飼 育 を 許 容 す る 動 き が 出 て き て い ま す 。  

集 合 住 宅 に お い て ペ ッ ト の 飼 育 を 許 容 す る か ど う か は 、そ れ

ぞ れ の 集 合 住 宅 の 管 理 の 問 題 と し て 規 約 に 定 め ら れ る の が 普

通 で す が 、今 後 さ ら に 予 想 さ れ る ペ ッ ト 飼 育 需 要 の 増 加 な ど を

考 慮 す る と 、各 集 合 住 宅 が 飼 育 許 容 の 選 択 肢 を と る 場 合 に つ い

て の 支 援 策 を 講 じ て ゆ く こ と が 求 め ら れ ま す 。  

具 体 的 に は 、  

・  集 合 住 宅 で の 動 物 の 適 正 な 飼 い 方 や ル ー ル づ く り の 推 進

に 関 す る 普 及 ・ 啓 発  

・  ル ー ル づ く り の 取 組 み な ど に 対 し 、 先 行 事 例 の 紹 介 や モ

デ ル 規 約 な ど の 必 要 な 情 報 提 供  

な ど の 支 援 策 に 取 り 組 む 必 要 が あ り ま す 。  

第 ７ 節  ペット新 税  

①  課 税 自 主 権 の 拡 充  

平 成 12 年 の「 地 方 分 権 の 推 進 を 図 る た め の 関 係 法 律 の 整 備

等 に 関 す る 法 律 」 の 施 行 に 伴 い 、 区 市 町 村 に お い て 従 来 の 法

定 外 普 通 税 に 加 え て 法 定 外 目 的 税 (3 0 )の 創 設 が 可 能 と な り 、地

方 公 共 団 体 の 課 税 自 主 権 の 拡 充 が 図 ら れ ま し た 。 こ の 制 度 改

正 に 基 づ き 、 様 々 な 自 治 体 で 新 税 が 導 入 さ れ て き て い ま す 。

こ う し た 新 税 の 導 入 は 、 必 ず し も 財 源 確 保 と い う 目 的 だ け で

な く 、 そ れ ぞ れ の 分 野 に お け る 課 題 解 決 に 向 け た 有 力 な 方 策

の ひ と つ と し て 注 目 さ れ て い ま す 。  

当 懇 談 会 で は 、 ペ ッ ト 問 題 に 対 す る 施 策 の ひ と つ と し て 、

法 定 外 目 的 税 と し て の ペ ッ ト 新 税 に つ い て 討 論 し ま し た 。  

②  従 来 の 「 畜 犬 税 」  

こ れ ま で わ が 国 で は 、昭 和 30 年 度 に は 2,700 近 く の 自 治 体

で 法 定 外 普 通 税 と し て い わ ゆ る「 畜 犬 税 (3 1 )」が 導 入 さ れ て い

ま し た が 、 徴 税 コ ス ト や 課 税 客 体 の 把 握 な ど の 問 題 や 課 税 を
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避 け る た め の 飼 養 放 棄 で 野 犬 が 増 加 し た こ と な ど か ら 、 昭 和

57 年 3 月 を 後 に す べ て の 自 治 体 で 廃 止 さ れ て き た 経 緯 が あ

り ま す 。  

  ③  新 税 の 検 討  

し か し 、 前 述 し た よ う に ペ ッ ト を め ぐ る 問 題 は 大 き な 社 会

問 題 化 し て お り 、「 畜 犬 税 」が 多 く の 自 治 体 で 導 入 さ れ て い た

当 時 と は 社 会 状 況 が 大 き く 異 な っ て き て い ま す 。よ り 複 雑 化 、

深 刻 化 し て き て い る 現 状 の 中 で 、こ の 問 題 の 解 決 の た め に は 、

一 定 の 社 会 資 源 を 投 入 し 、 重 点 的 な 対 策 を 講 じ て ゆ く こ と が

求 め ら れ て い ま す 。  

こ う し た 状 況 の 中 で 、 意 識 啓 発 対 策 や 飼 育 環 境 の 整 備 な ど

動 物 愛 護 施 策 の 充 実 に 新 税 を 活 用 す る こ と も 選 択 肢 の ひ と つ

と し て 検 討 に 値 す る も の と 考 え ま す 。 新 税 の 必 要 性 ・ 導 入 の

是 非 を は じ め 、 犬 の 登 録 手 数 料 と の 関 係 、 課 税 客 体 、 税 率 、

目 的 財 源 の 使 途 な ど に つ い て 、 広 く 区 民 の 意 識 調 査 や 意 見 聴

取 な ど を 行 い な が ら 、 調 査 ・ 研 究 を 進 め て ゆ く こ と を 提 言 し

ま す 。  

第 ８ 節  共 通 感 染 症 対 策  

① 共 通 感 染 症 の現 状  

共 通 感 染 症 は、狂 犬 病 やレプトスピラ、オウム病 など数 多 く知 られ

ていますが、高 病 原 性 鳥 インフルエンザ、エキノコックス、ＳＡＲＳ(重 症

急 性 呼 吸 器 症 候 群 ) や 、 ウ エ ス ト ナ イ ル 熱 等 こ れ ま で 日 本 で は あ ま り

見 られなかった感 染 症 が 次 々にマスコミなどで報 道 され､ 改 めて共 通

感 染 症 の発 生 を予 防 することがいかに重 要 かを再 認 識 させられるよう

な状 況 にあります。 

②   狂 犬 病 対 策  

わ が 国 は 、 も 死 亡 率 の 高 い 共 通 感 染 症 で あ る 狂 犬 病 の 蔓 延
ま ん え ん

を 予 防 す る 為 に 、 狂 犬 病 予 防 法 に 基 づ き 、 登 録 ・ 予 防 注 射 ・
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捕 獲 ・ 飼 い 方 指 導 等 の 制 度 を 整 備 し 、 対 策 事 業 に 取 り 組 ん で

き た 結 果 、昭 和 32 年 よ り 世 界 で も 数 少 な い 狂 犬 病 無 発 生 国 に

な っ て い ま す 。 し か し 、 現 在 も 世 界 各 地 で 多 く の 人 々 が 狂 犬

病 に 感 染 し 、 亡 く な っ て い る 現 状 の 中 で 、 い つ 日 本 に 再 上 陸

し て も 不 思 議 で は な い 状 況 に あ る と い わ れ て お り 、 一 層 の 対

策 の 充 実 が 求 め ら れ ま す 。  

区 は 、17 年 度 か ら 実 施 し て い る 定 期 集 合 予 防 注 射 方 式 に つ

い て の 検 証 を 行 い な が ら 、 よ り 効 果 的 な 事 業 実 施 方 法 の 検 討

を 進 め て ゆ く 必 要 が あ り ま す 。 併 せ て 、 犬 の 飼 い 主 に 対 す る

登 録 ・ 予 防 接 種 に つ い て の 周 知 ・ 徹 底 や 指 導 ・ 摘 発 な ど の 対

策 を 強 化 し て ゆ く べ き で す 。  

③   そ の 他 の 共 通 感 染 症   

そ の 他 の 共 通 感 染 症 に つ い て は 、 小 冊 子 等 に よ る 啓 発 活 動

を 行 っ て い ま す 。 し か し 、 野 生 動 物 や 輸 入 動 物 の 飼 育 に よ る

ペ ッ ト の 多 様 化 や 交 通 機 関 の 発 達 に よ り 、 馴 染 み の 少 な い 病

気 の 発 生 や 蔓 延
ま ん え ん

の 危 険 性 が 高 く な っ て き て お り 、 そ の 対 策 が

急 が れ ま す 。  

④   情 報 提 供 体 制  

人 と 動 物 の 共 生 を 達 成 す る た め ､共 通 感 染 症 の 情 報 を 収 集

し 、 地 域 に 発 信 す る 体 制 を 整 備 す る こ と が 必 要 で す 。 ま た 、

動 物 飼 養 者 に 対 し 、 共 通 感 染 症 の 知 識 ・ 動 物 の 適 正 飼 養 ・ 正

し い 動 物 と の 接 し 方 の 知 識 を 普 及 し 、 知 識 不 足 の た め に 起 こ

る 安 易 な 飼 育 放 棄 を 防 止 す る こ と に も 努 め な け れ ば な り ま せ

ん 。  

⑤   検 討 組 織  

共 通 感 染 症 に 関 す る 情 報 交 換 と 発 生 時 に お け る 対 応 体 制 等

必 要 な 事 項 に つ い て 検 討 す る た め に 、 関 係 行 政 機 関 及 び 獣 医

師 な ど で 構 成 す る 検 討 組 織 を 設 け る こ と を 提 案 し ま す 。  
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第 ９ 節  災 害 対 策    

①  動 物 の 被 災 対 策  

災 害 時 で あ っ て も 動 物 を 守 ら な け れ ば な り ま せ ん 。 平 成 ７

年 の 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 で は 未 曾 有 の 被 害 が も た ら さ れ ま し た

が 、約 9,000 頭 の 犬 と 猫 も 被 災 し ま し た 。ま た 、平 成 16 年 の

新 潟 県 中 越 地 震 で は 住 民 が 避 難 後 、 取 り 残 さ れ た 飼 い 犬 や 猫

の 映 像 が 印 象 的 で し た 。 こ う し た 非 常 時 に は 、 平 常 時 以 上 に

動 物 た ち の 存 在 が 人 の 心 を 支 え 、 う る お い と 安 ら ぎ を 与 え て

く れ た と い わ れ て い ま す 。 防 災 対 策 の 一 環 と し て 、 命 あ る も

の と し て の 動 物 の 災 害 時 救 護 対 策 が 求 め ら れ ま す 。  

②   杉 並 区 の 対 策 方 針  

区 で は 、 震 災 時 の ペ ッ ト の 避 難 に つ い て 、 飼 い 主 が ペ ッ ト

を ケ ー ジ に 入 れ た り リ ー ド 等 で つ な い で 震 災 救 援 所 に 避 難

す る こ と を 呼 び か け 、そ の た め の 条 件 整 備 を 進 め て い る と こ

ろ で す が 、多 く の 動 物 が 避 難 区 民 と 共 に 震 災 救 援 所 で 共 存 す

る た め に は 、 動 物 の し つ け 、 感 染 症 の 予 防 、 避 難 す る 動 物 の

種 類 や 避 難 場 所 な ど に つ い て 早 急 に 検 討 す る こ と が 必 要 で

す 。 ま た 、 災 害 時 の 動 物 救 護 対 策 検 討 会 に お い て 、 区 と し て

の 対 応 策 を 検 討 し 、そ の 結 果 に 基 づ い た 対 策 の 充 実 が 求 め ら

れ ま す 。 し か し 、 災 害 時 に あ っ て も 、 飼 い 主 自 身 が 動 物 の 飼

育 に 責 任 を 持 つ と い う 飼 い 主 責 任 の 考 え 方 が 徹 底 し て い な

け れ ば 、 現 場 で の 混 乱 が 予 想 さ れ ま す 。  

③   災 害 時 の身 元 表 示  

災 害 時 に は 、飼 い 主 自 身 の 被 災 な ど で そ の 管 理 下 か ら 離 れ 、

行 方 の 分 か ら な く な っ た 動 物 が 多 数 出 る こ と が 予 想 さ れ ま す 。

そ こ で 、 東 京 都 動 物 愛 護 相 談 セ ン タ ー や ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 等

と 連 携 し 、 そ れ ら の 動 物 の 把 握 と 身 元 確 認 方 策 や 飼 い 主 へ の

情 報 提 供 の シ ス テ ム づ く り に 向 け た 検 討 を 早 急 に 進 め て い か
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な け れ ば な り ま せ ん 。  

そ の た め に は 、 ペ ッ ト が 登 録 さ れ 、 身 元 表 示 が さ れ て い る

こ と が 前 提 と な り ま す の で 、 今 後 、 災 害 時 の 動 物 対 策 の 見 地

か ら も 、 登 録 制 や 身 元 表 示 の 普 及 に つ い て 考 え て ゆ か な け れ

ば な り ま せ ん 。    

 

第 ５ 章  「（ 仮 称 ） 動 物 と の 共 生 に 関 す る 条 例 」  

第 １ 節  条 例 の 理 念  

動 物 を め ぐ る 一 つ ひ と つ の 取 組 み が 、 共 生 社 会 づ く り を 目

指 す 理 念 に 合 流 し 、 大 き な 流 れ と な っ て い か な け れ ば 、 せ っ

か く の 取 組 み も 成 果 は あ ま り 期 待 で き な い も の と な っ て し ま

う で し ょ う 。  

共 生 社 会 づ く り に は 、 区 民 全 体 の 共 通 理 解 を 得 な が ら 、 地

域 ぐ る み で 取 り 組 ん で ゆ く こ と が も 大 切 な こ と で す 。 そ の

た め に は 、 地 域 の 構 成 員 一 人 ひ と り が 共 生 社 会 づ く り の ル ー

ル の 存 在 を 認 識 し 、 納 得 し 、 理 解 で き る よ う な 規 範 が 不 可 欠

で す 。  

当 懇 談 会 は 、 共 生 社 会 の 理 念 、 地 域 の 中 で の 役 割 分 担 、 共

生 の ル ー ル な ど に つ い て 、 条 例 で 規 定 し 、 規 範 と し て 宣 言 す

る こ と が 、 区 を 挙 げ た 共 生 社 会 づ く り の た め に は 必 要 不 可 欠

で あ る と 考 え ま す 。  

第 ２ 節  条 例 の 規 定 内 容  

条 例 の 規 定 内 容 は 、 共 生 社 会 づ く り に 向 け た 規 範 を 定 め る 趣 旨

から、 

① 条 例 の目 的  

条 例 の制 定 趣 旨 ・目 的 を明 らかにする。 

② 基 本 理 念  

共 生 社 会 の基 本 理 念 を宣 言 する。 
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③ 飼 い主 、関 係 機 関 、団 体 等 の責 務  

共 生 の た め の 遵 守 義 務 、 共 生 社 会 づ く り に 向 け て の 役 割 分 担 を

明 確 化 する。 

④ 共 生 に向 けた諸 施 策  

飼 い主 のいる動 物 、飼 い主 のいない動 物 、本 来 野 生 であるべき動

物 に つい て 、 それ ぞ れ 個 別 にきめ 細 かに 検 討 し 、 実 施 する 施 策 を 規

定 する。また、懇 談 会 報 告 の具 体 化 に向 けた継 続 的 な検 討 を行 うた

めの組 織 を設 置 する。 

等 を規 定 する必 要 があります。 

また、状 況 の変 化 に適 時 ・的 確 に対 応 できるよう、条 例 の内 容 を 3

年 ごとに見 直 す仕 組 みとすることが必 要 です。 

 

第 ６ 章  調 和 の と れ た 共 生 社 会 を 目 指 し て  

～あるべき共 生 社 会 の姿   

身 近 な動 物 をめぐる問 題 は、まさに私 たち自 身 の生 き方 の問 題 で

あ り 、 地 域 社 会 の あ り 方 の 反 映 で も あ り ま す 。 こ の 問 題 に 真 摯
し ん し

に 取 り

組 み、 解 決 し てゆ くことがで きるかどう か、 地 域 社 会 の 自 治 機 能 が 試

されているといえます。 

当 懇 談 会 は 、 地 域 を 挙 げ た 取 組 み と 地 域 社 会 の 一 員 と し て の 権

利 と 義 務 に 対 す る 健 全 な 理 解 と 実 行 を と お し て 、 人 も 動 物 も 共 に 健

や かに 暮 ら し て ゆけ る 杉 並 、 そ し て 、 希 薄 に な りが ち な 都 市 の コ ミュ ニ

テ ィ を 再 生 し 、 子 ど も た ち や 障 が い の あ る 方 、 お 年 寄 り に も 、 温 か く 、

住 みよい杉 並 をつくることを提 言 します。 
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用 語 解 説  

 用 語  解 説  

1  登 録 犬

1 7 , 0 0 0 頭  

 

狂 犬 病 予 防 法 （ 狂 犬 病 の 発 生 を 予 防 し 、 そ の 蔓 延
ま ん え ん

を 防 止 す る

こ と 目 的 に し た 法 律 ） で は 、 犬 の 所 有 者 は 区 市 町 村 へ の 登 録

義 務 と 、 交 付 さ れ た 鑑 札 を そ の 犬 に つ け て お く こ と を 義 務 づ

け て お り 、 そ の 登 録 義 務 に 基 づ い て 現 在 杉 並 区 に 登 録 さ れ て

い る 犬 の 数  

２  未 登 録 犬  

約 1 5 , 0 0 0 頭

平 成 １ ７ 年 度 杉 並 区 区 民 意 向 調 査 に よ る 犬 の 飼 養 世 帯 率 か ら

推 計 し た 犬 の 数  

３  飼 い 猫 ・ 野 良

猫 の 推 計 数  

猫 は 登 録 制 が な い の で 、 平 成 １ ０ 年 、 東 京 都 が 都 内 １ ０ 区 域

で 猫 の 調 査 を 行 い 、 そ の 数 値 を 基 に 都 内 全 域 の 飼 育 頭 数 を 推

計 し て お り 、 そ の 結 果 か ら 杉 並 区 内 の 頭 数 を 推 計 し た も の  

４  

 

東 京 都 動 物 愛

護 相 談 セ ン タ

ー  

狂 犬 病 予 防 法 、 動 愛 法 、 都 条 例 等 に 基 づ い て 、 犬 の 捕 獲 、 負

傷 動 物 の 収 容 、 犬 又 は 猫 の 引 取 り ・ 譲 渡 、 動 物 の 適 正 飼 養 及

び 保 管 等 動 物 に 関 す る 全 て を 所 管 す る た め 設 置 さ れ た 東 京 都

の 施 設  

５  平 成 1 7 年 度

杉 並 区 区 民 意

向 調 査  

毎 年 、 区 民 の 意 識 や ニ ー ズ を 把 握 し 、 施 策 に 反 映 さ せ る た め

に 実 施 し て い る ア ン ケ ー ト 調 査 。平 成 1 7 年 度 で は「 人 と 動 物

と の 共 生 」 に つ い て の 調 査 項 目 が あ り ま す 。  

６  咬 傷
こうしょう

事 故  都 条 例 で は 、 犬 が 人 を 咬
か

ん だ 事 故 を 起 こ し た 場 合 、 飼 い 主 に

２ ４ 時 間 以 内 の 知 事 へ の 届 出 、 狂 犬 病 の 疑 い の 有 無 に つ い て 、

事 故 発 生 か ら ４ ８ 時 間 以 内 に 獣 医 師 の 検 診 を 受 け さ せ る こ と

を 義 務 づ け て い ま す 。  

７  無 責 任 な 餌 や

り  

近 隣 環 境 へ の 配 慮 を 欠 き 、 不 妊 去 勢 手 術 を 施 さ な い ま ま 、 た

だ 「 可 愛 そ う 」 と い う だ け で 餌 を 与 え 、 そ の 結 果 、「 可 愛 そ う

な 猫 」 が ま す ま す 増 え て い く 状 況 を 考 え な い 行 為 。 ま た 、 ハ

ト ・ カ ラ ス ・ ア ラ イ グ マ な ど の 野 生 動 物 に 餌 を 与 え 、 本 来 の

習 性 を 損
そ こ

な わ せ 、 周 囲 に 迷 惑 を か け る 餌 や り の こ と 。  

８  飼 い 主 の い な

い 猫  

い わ ゆ る 「 野 良 猫 」 の こ と で す が 、 も と も と 飼 い 猫 で あ っ た

も の が 飼 養 放 棄 等 で 野 生 化 し 、 繁 殖 し た も の で 、 杉 並 区 で は

こ の よ う な 猫 を 、 「 飼 い 主 の い な い 猫 」 と 表 記 す る こ と と し

て い ま す 。  

９  ド ッ グ ラ ン  一 定 の 区 域 を 囲 い 込 む な ど し て 、 犬 が 引 き 綱 （ リ ー ド ） な し

で 自 由 に 運 動 な ど が で き る よ う に し た 施 設 。 近 年 、 都 市 部 で

の 開 設 が 多 く な っ て い ま す 。愛 犬 家 の N P O な ど が 行 政 と 協 働

で 管 理 し 、 し つ け 方 教 室 を 開 催 し た り す る と こ ろ も あ り ま す 。

1 0  放 飼 い  都 条 例 で は 、 犬 を 柵
さ く

な ど の 囲 い の 中 か 、 つ な い で 飼 養 す る こ

と 、 犬 を 公 共 の 場 所 で 移 動 ・ 運 動 さ せ る 場 合 に も 犬 を 綱 等 で

保 持 す る こ と を 義 務 付 け 、 違 反 し た 場 合 は 拘 留 又 は 科 料 に 処

す る と し て い ま す 。  
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1 1  杉 並 区 動 物 対

策 連 絡 会  

平 成 １ ５ 年 ５ 月 、 杉 並 区 に お け る 動 物 に 関 わ る 問 題 に つ い て

協 議 す る と と も に 、 「 人 と 動 物 と の 共 生 」 を 目 指 す 活 動 を 行

う た め 設 置 さ れ 、 動 物 愛 護 推 進 員 、 獣 医 師 と 保 健 所 職 員 を 構

成 員 と し た 会 議 で 、 平 成 １ ５ 年 ９ 月 に 「 杉 並 区 に お け る 猫 の

適 正 飼 育 と 飼 い 主 の い な い 猫 対 策 」 を 提 言 し て い ま す 。  

1 2  飼 い 主 の い な

い 猫 を 増 や さ

な い 活 動 支 援

事 業  

杉 並 区 動 物 対 策 連 絡 会 の 提 言 に 基 づ き 、 平 成 １ ６ 年 ８ 月 か ら

実 施 し て い る 事 業 で 、 地 域 の 理 解 を 得 て 、 飼 い 主 の い な い 猫

を 適 正 に 管 理（ e x . エ サ 場 の 清 掃 、フ ン の 始 末 、近 隣 の 理 解 等 ）

す る 活 動 を 行 う グ ル ー プ が 、 猫 の 不 妊 去 勢 手 術 を し よ う と す

る 場 合 、 そ の 費 用 を 獣 医 師 会 の 協 力 に よ り 区 が 負 担 す る 制 度  

1 3  同 行 避 難  災 害 時 に 飼 い 主 （ 被 災 者 ） が 動 物 を ケ ー ジ 等 に 収 容 し て 、 震

災 救 援 所 へ 避 難 す る こ と を い い ま す 。 保 管 場 所 等 は 各 震 災 救

援 所 ご と に 決 め ら れ 、 各 動 物 の 飼 育 は 飼 い 主 責 任 で 行 う こ と

が 基 本 で す 。  

1 4  狂 犬 病  狂 犬 病 ウ イ ル ス を 持 つ 哺
ほ

乳 類 や 鳥 類 に 咬
か

ま れ た り し て 、 そ の

傷 口 か ら 感 染 す る 病 気 で す 。 現 在 で も 治 療 法 が な く 、 発 症 し

た 場 合 の 死 亡 率 が ほ ぼ １ ０ ０ ％ と い う 恐 ろ し い 病 気 で す 。  

1 5  狂 犬 病 予 防 定

期 注 射 事 業  

 

杉 並 区 で は 、 毎 年 4 月 に 行 な わ れ る 狂 犬 病 予 防 定 期 注 射 事 業

を 、 平 成 １ ７ 年 度 か ら 動 物 病 院 方 式 に 改 め 、 接 種 日 時 の 拡 大

を 図 る と と も に 、 実 施 場 所 を 屋 外 の 集 合 会 場 か ら 獣 医 師 会 会

員 診 療 施 設 と す る な ど 、 接 種 機 会 の 拡 大 と 医 療 行 為 時 の 衛 生

確 保 を 図 り ま し た 。平 成 1 8 年 度 も ほ ぼ 同 様 の 方 式 で 行 う こ と

を 区 と 獣 医 師 会 で 合 意 し て い ま す 。  

1 6  人 と 動 物 の 共

通 感 染 症  

ヒ ト と 動 物 と の 間 で ， 相 互 に 感 染 す る 病 気 で 、 「 人 畜 共 通 感

染 症 」 、 「 動 物 由 来 感 染 症 」 な ど と も 呼 ば れ て い ま す 。 日 本

で は 主 な も の と し て 3 0 種 類 以 上 が 、ま た 世 界 中 で は 数 百 種 類

が 知 ら れ て い ま す 。 病 原 体 は 、 細 菌 、 ウ イ ル ス 、 寄 生 虫 、 原

虫 、 真 菌 な ど さ ま ざ ま で 、 診 断 ・ 治 療 も 病 原 体 に よ り 異 な り

ま す 。 よ く 知 ら れ た も の と し て 、 狂 犬 病 、 日 本 脳 炎 、 オ ウ ム

病 、 ト キ ソ プ ラ ズ マ 症 な ど が あ り ま す 。 最 近 で は 、 Ｓ Ａ Ｒ Ｓ

や 高 病 原 性 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ 、 狂 牛 病 な ど 新 た な 対 策 が 必 要

な 感 染 症 が 発 生 し 、 問 題 と な っ て い ま す 。  

1 7  

 

身 体 障 が い 者

補 助 犬  

身 体 障 害 者 補 助 犬 法 に よ り 規 定 さ れ て い る 盲 導 犬 ・ 介 助 犬 ・

聴 導 犬 で 、 不 特 定 多 数 の 人 が 利 用 す る 施 設 （ 官 公 庁 、 ホ テ ル 、

レ ス ト ラ ン 等 ） へ の 同 伴 が 法 的 に 認 め ら れ ま し た 。 身 体 障 が

い 者 補 助 犬 で あ る 旨 の 表 示 ・ 健 康 手 帳 ・ 認 定 証 の 携 帯 が 義 務

付 け ら れ て い ま す 。  

1 8  

 

わ ん わ ん パ ト

ロ ー ル 隊  

杉 並 区 の 承 認 を 得 て 、 犬 の 散 歩 時 な ど に 防 犯 ・ 安 全 パ ト ロ ー

ル 活 動 を す る 団 体  

1 9  

 

コ ン パ ニ オ ン

ア ニ マ ル  

伴 侶 や 家 族 の よ う な 関 係 で 飼 育 さ れ て い る 動 物 の こ と 。 「 伴

侶 動 物 」 、 「 フ ァ ミ リ ー ア ニ マ ル 」 な ど と も 呼 ば れ ま す 。 特
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 に 、 人 間 と 動 物 の 精 神 的 な 結 び つ き に 注 目 し て 、 ペ ッ ト と 区

別 す る 場 合 に こ の よ う に 呼 ば れ る こ と が 多 い よ う で す 。   

2 0  動 物 愛 護 推 進

員  

動 愛 法 に 規 定 さ れ た 適 切 な 活 動 を 通 じ て 、 行 政 と 民 間 と の 協

働 、 都 民 と の 連 携 等 に よ り 地 域 の 動 物 愛 護 推 進 と 動 物 と の 調

和 の と れ た 共 生 社 会 の 実 現 の た め 、 動 物 の 愛 護 及 び 適 正 な 飼

養 の 推 進 に つ い て 熱 意 と 見 識 を 有 す る 人 で 、 東 京 都 か ら 委 嘱

さ れ た 人 の こ と 。  

2 1  動 物 取 扱 業 者 動 愛 法 に 規 定 さ れ た 動 物 の 販 売 、 保 管 、 貸 出 し 、 訓 練 、 展 示

（ 動 物 と の 触 れ 合 い の 機 会 の 提 供 を 含 む ） 等 を 行 う 業 者 の こ

と 。  

2 2  教 育 改 革 ア ク

シ ョ ン プ ラ ン

杉 並 区 の 基 本 構 想 で あ る 2 1 世 紀 ビ ジ ョ ン と 杉 並 区 教 育 委 員

会 が 策 定 し た 「 教 育 目 標 」 、 「 基 本 方 針 」 及 び 「 杉 並 の 教 育

を 考 え る 懇 談 会 提 言 」 な ど を 踏 ま え 、 未 来 を 担 う 子 ど も た ち

が 、 楽 し く 学 び 、 思 い や り の 心 と た く ま し く 生 き る 力 を 育 む

こ と の で き る 教 育 の 推 進 及 び 区 民 一 人 ひ と り の 生 涯 に わ た る

学 習 、 文 化 、 ス ポ ー ツ 活 動 の 推 進 を 図 る た め 、 学 校 教 育 と 社

会 教 育 を 相 互 に 関 連 さ せ な が ら 施 策 を 体 系 化 し 、 実 行 す べ き

施 策 の 計 画 目 標 を 定 め た も の 。  

2 3  杉 並 区 生 活 安

全 及 び 環 境 美

化 に 関 す る 条

例  

平 成 1 5 年 1 0 月 1 日 施 行 で 、タ バ コ の ポ イ 捨 て 禁 止 等 が 規 定

さ れ て い ま す が 、 第 ４ 条 で 「 自 己 の 所 有 し 、 又 は 飼 養 （ 保 管

を 含 む 。 ） す る 犬 の ふ ん を み だ り に 公 共 の 場 所 に 放 置 し て は

な ら な い 」 と 規 定 し て い ま す 。  

2 4  動 物 病 院 方 式 狂 犬 病 予 防 定 期 注 射 を 区 内 の い く つ か の 指 定 会 場 及 び 指 定 日

時 に 実 施 す る 集 合 会 場 方 式 に 対 し て 、 各 動 物 病 院 を 会 場 と し

て 3 週 間 の 期 間 中 に 実 施 し 、 即 日 に 注 射 済 票 を 交 付 で き る 方

式 を い い ま す 。  

2 5  身 元 表 示  飼 い 主 が 、 自 ら そ の 動 物 の 飼 い 主 で あ る こ と に 対 す る 責 任 を

明 ら か に す る た め 、 ま た 動 物 が 逸 走
い っ そ う

し た り 迷 子 に な っ た り し

た 場 合 、 飼 い 主 を 特 定 で き る よ う 、 動 物 に 首 輪 の 着 装 や タ ト

ゥ ー な ど で 身 元 を 表 示 す る こ と 。 日 本 で は 、 犬 に お い て 鑑 札

に よ る 身 元 表 示 が 義 務 付 け ら れ て い る 他 、 動 愛 法 等 で は 、 動

物 の 所 有 者 は 身 元 表 示 を す る こ と を 努 力 義 務 と し て い ま す 。

ま た 海 外 で は 、 動 物 に 半 永 久 的 な 身 元 表 示 と し て マ イ ク ロ チ

ッ プ の 注 入 を 義 務 付 け て い る 国 が 増 え て い ま す 。  

2 6  個 体 識 別  動 物 の 飼 養 者 を 明 ら か に す る た め に 、 動 物 に 名 札 、 首 輪 、 マ

イ ク ロ チ ッ プ の 装 着 な ど の 標 識 を つ け 、 個 体 ご と の 識 別 を で

き る よ う に す る こ と 。  

2 7  猫 の 登 録 制  犬 の 登 録 制 の よ う に 、 飼 い 主 や 猫 の 名 前 、 種 類 、 特 徴 な ど を

登 録 し て お く こ と 。   
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2 8  

 

 

 

マ イ ク ロ チ ッ

プ  

皮 下 に 埋 込 み 型 の 直 径 約 2 ㎜ × 長 さ 約 １ １ ㎜ の 電 子 標 識 器 具

で 、 一 般 の 注 射 と 同 様 の 方 法 で 体 内 に 注 入 し ま す 。 耐 久 性 は

3 0 年 以 上 で 、 故 障 や 破 損 事 故 の 報 告 等 は あ り ま せ ん 。 読 取 器

で 個 体 識 別 番 号 を 読 み 取 る こ と に よ り 、 個 体 識 別 が 容 易 に で

き ま す 。 現 在 、 特 定 外 来 生 物 は マ イ ク ロ チ ッ プ に よ る 個 体 識

別 処 置 が 義 務 付 け ら れ て い ま す 。 ま た 、 輸 入 さ れ る 犬 、 猫 は

マ イ ク ロ チ ッ プ で 個 体 識 別 さ れ て い る と 、 係 留 期 間 が 短 縮 さ

れ ま す 。 ま た 、 こ れ を 装 着 す る と 、 逸 走
い っ そ う

時 な ど で の 身 元 等 の

確 認 が 容 易 に で き る よ う に な り ま す 。  

2 9  動 物 介 在 教 育

 

 

動 物 を 教 材 と す る こ と で 、 生 命 の 尊 重 、 思 い や り の 気 持 ち な

ど の 非 言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 発 達 や 学 習 意 欲 の 向 上 な ど

を 目 的 と し た 教 育 の こ と 。  

3 0  法 定 外 目 的 税 平 成 1 2 年 ４ 月 に 施 行 さ れ た 地 方 分 権 一 括 法 に よ っ て 初 め て

認 め ら れ た 地 方 税 の 一 種 で 、 地 方 公 共 団 体 が 独 自 に 条 例 で 定

め 、 徴 収 し た 税 の 使 い 道 が 特 定 の 行 政 目 的 に 定 め ら れ て い る

も の 。 山 梨 県 河 口 湖 町 の 遊 魚 釣 り 税 、 東 京 都 の ホ テ ル 税 、 三

重 県 の 産 業 廃 棄 物 税 、 豊 島 区 の 狭 小 住 戸 集 合 住 宅 税 、 放 置 自

転 車 等 対 策 推 進 税 な ど が あ り ま す 。  

3 1  畜 犬 税  市 町 村 が 自 治 大 臣 の 許 可 を 受 け て 設 け る 法 定 外 普 通 税 。 昭 和

3 0 年 に は 全 国 2 , 6 8 6 の 自 治 体 で 課 税 し て い ま し た が 、 昭 和

５ ７ 年 ３ 月 、 長 野 県 四 賀 村 を 最 後 に 廃 止 さ れ ま し た 。  
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資 料 編  

表 １  区 に 寄 せ ら れ た 動 物 に 関 す る 苦 情 ・ 要 望 ・ 相 談 数 一 覧  

  苦 情 ・ 相 談 の 種 類 別  13 年 度 14 年 度 15 年 度  16 年 度

放 飼 い ・ 野 犬  29 35 36 39

汚 物 ・ 汚 水  51 42 78 75

悪 臭  4 3 8 11

鳴 き 声  45 70 60 66

失 踪 ・ 迷 い 込 み  368 310 235 207

そ の 他  13 5 18 20

犬  小 計  510 465 435 418

放 飼 い  0 0 0 0

汚 物 ・ 汚 水  126 145 168 158

悪 臭  8 5 2 15

鳴 き 声  3 8 2 8

失 踪 ・ 迷 い 込 み  131 88 131 101

そ の 他  102 117 150 131

猫  小 計  370 363 453 413

生

活

衛

生

課 

合   計  880 828 888 831

放 飼 い ・ 野 犬      7  13

汚 物 ・ 汚 水      5  17

悪 臭      1  0

鳴 き 声      3  3

失 踪 ・ 迷 い 込 み      0  1

そ の 他      19 9

犬  小 計      35 43

放 飼 い      1  0

汚 物 ・ 汚 水      13 15

悪 臭      1  2

鳴 き 声      0  0

失 踪 ・ 迷 い 込 み      0  0

そ の 他      8  8

猫  小 計      23 25

合 計      58 68

犬 猫 以 外 の 動 物      6  10

区

政

相

談

課 

合   計      64 78
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放 飼 い ・ 野 犬  10 12 16 12

汚 物 ・ 汚 水  12 12 16 14

公 園 へ の 連 込 み  22 13 6 20

ブ ラ ッ シ ン グ  3 1 3 1

ド ッ グ ラ ン 要 望  0 1 2 0

そ の 他  2 4 6 2

犬  小 計  49 43 49 49

餌 や り  8 6 21 11

汚 物 ・ 汚 水  17 9 11 9

猫 小 屋  0 10 6 1

捨 て 猫  2 3 2 3

死 体  4 7 3 4

そ の 他  0 2 0 1

猫  小 計  23 37 43 29

巣  80 76 73 68

餌 や り  2 0 1 1

死 体  3 0 0 2

鳴 き 声  0 0 0 0

ゴ ミ あ さ り  4 0 0 0

烏  小 計  89 76 74 71

餌 や り  8 0 7 8

フ ン  0 1 2 1

死 体  0 0 0 1

鳩  小 計  8 1 9 10

う さ ぎ  1 0 0 0

ハ ム ス タ ー  0 1 0 0

カ エ ル  0 0 0 3

公

園

緑

地

課 

他  小 計  1 1 0 3

 
 

合   計  170 158 175 162

総      計  １ ,050 986 １ ,127 1 ,071

※ 区 政 相 談 課 に お け る １ ３ ・ １ ４ 年 度 分 は 未 集 計 に つ き 不 明  
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表 ２  東 京 都 及 び 杉 並 区 の 犬 の 登 録 頭 数 の 推 移  

 12 年 度  13 年 度  14 年 度  15 年 度  16 年 度  

東 京 都  322 ,315 335 ,828 352 ,807 372 ,841 393 ,333

増 率 (%)  －  1 .04 1 .05 1 .06 1 .06

杉 並 区 (A)  14 ,625 15 ,339 15 ,756 16 ,383 16 ,887

増 率 (%)  －  1 .05 1 .03 1 .04 1 .03

 

表 ３  杉 並 区 に お け る 狂 犬 病 予 防 注 射 （ 注 射 済 票 交 付 数 ） と 接 種 率 の 推移  

 注 射 済 票 交 付 数

(B)  

再 交 付 数  合  計  接 種 率 (B/A)  

14 年 度  11 ,112 13 11 ,125 70 .53

15 年 度  11 ,499 16 11 ,525 70 .19

16 年 度  12 ,046 10 12 ,056 71 .33

17 年 度  

（９月末現在） 
11 ,622 8 11 ,630 －  

 

表 ４  東 京 都 動 物 愛 護 相 談 セ ン タ ー の 取 扱 件 数 (杉 並 区 内 か ら 収 容 し た 動 物 ) 

杉 並 区  成 犬  子 犬  成 猫  子 猫  う さ ぎ 等  合 計  

13 年 度  132 2 65 265 1 465

14 年 度  97 1 44 245 0 387

15 年 度  104 5 61 321 0 491

16 年 度  63 0 17 266 2 348

 

表 ５  杉 並 区 に お け る 動 物 死 体 処 理 件 数    

杉 並 区  犬  猫 等  合 計  

14 年 度  99 1 ,339 1 ,438

15 年 度  90 1 ,489 1 ,579

16 年 度  87 1 ,362 1 ,449

 



   

  
- 35 - 

表 ６  23 区  畜 犬 登 録 数 と 世 帯 ・ 人 口 比 率    

                         （ 平 成 1 6 年 3 月 末 現 在 ）  

 

 畜 犬  

登 録 数  
世 帯 数  

100世 帯

当り頭数
順 位 人 口  

1 0 0 人

当り頭数 
順 位  

千 代 田 7 6 1  1 8 , 6 9 2  4 . 0 7  2 0 3 8 , 8 6 5  1 . 9 6  2 2  千 代 田

中 央  1 , 3 4 5  4 4 , 2 8 9  3 . 0 4  2 3 8 5 , 0 6 1  1 . 5 8  2 3  中 央  

港  5 , 1 9 5  8 9 , 4 4 6  5 . 8 1  8 1 7 0 , 7 4 5  3 . 0 4  4  港  

新 宿  5 , 9 3 2  1 6 3 , 4 7 4  3 . 6 3  2 2 2 9 8 , 6 1 7  1 . 9 9  2 1  新 宿  

文 京  4 , 5 8 5  9 1 , 0 5 5  5 . 0 4  1 4 1 8 2 , 6 5 3  2 . 5 1  1 3  文 京  

台 東  4 , 1 8 9  8 0 , 2 6 0  5 . 2 2  1 1 1 6 3 , 5 9 8  2 . 5 6  9  台 東  

墨 田  5 , 2 6 8  1 0 0 , 9 9 6  5 . 2 2  1 1 2 2 3 , 8 9 4  2 . 3 5  1 4  墨 田  

江 東  8 , 9 6 5  1 7 9 , 6 9 9  4 . 9 9  1 5 4 0 4 , 4 8 1  2 . 2 2  1 7  江 東  

品 川  7 , 2 0 0  1 6 9 , 0 5 8  4 . 2 6  1 8 3 3 5 , 1 6 1  2 . 1 5  1 9  品 川  

目 黒  7 , 1 2 5  1 3 3 , 4 0 0  5 . 3 4  1 0 2 5 4 , 8 6 7  2 . 8 0  8  目 黒  

大 田  1 9 , 3 1 1  3 1 1 , 3 5 9  6 . 2 0  4 6 6 2 , 7 3 2  2 . 9 1  6  大 田  

世 田 谷 2 6 , 2 0 7  4 2 0 , 1 0 8  6 . 2 4  3 8 3 0 , 5 3 6  3 . 1 6  1  世 田 谷

渋 谷  5 , 8 3 0  1 1 2 , 1 4 4  5 . 2 0  1 3 2 0 1 , 4 3 6  2 . 8 9  7  渋 谷  

中 野  7 , 1 1 8  1 7 2 , 3 8 5  4 . 1 3  1 9 3 1 2 , 5 1 5  2 . 2 8  1 6  中 野  

杉 並  1 6 , 3 8 3  2 7 9 , 4 9 3  5 . 8 6  7 5 2 9 , 8 7 2  3 . 0 9  2  杉 並  

豊 島  5 , 4 3 5  1 3 8 , 5 8 8  3 . 9 2  2 1 2 5 1 , 0 0 7  2 . 1 7  1 8  豊 島  

北  6 , 8 4 8  1 5 8 , 0 6 3  4 . 3 3  1 7 3 2 6 , 8 8 4  2 . 0 9  2 0  北  

荒 川  4 , 7 0 7  8 4 , 5 1 6  5 . 5 7  9 1 8 6 , 8 0 4  2 . 5 2  1 2  荒 川  

板 橋  1 2 , 0 4 7  2 5 0 , 6 6 4  4 . 8 1  1 6 5 2 4 , 4 7 7  2 . 3 0  1 5  板 橋  

練 馬  2 0 , 7 6 0  3 0 3 , 7 2 4  6 . 8 4  2 6 7 7 , 5 4 8  3 . 0 6  3  練 馬  

足 立  1 8 , 2 0 6  2 6 2 , 1 8 2  6 . 9 4  1 6 2 3 , 5 6 2  2 . 9 2  5  足 立  

葛 飾  1 0 , 8 6 5  1 8 1 , 3 1 9  5 . 9 9  5 4 2 7 , 6 7 4  2 . 5 4  1 1  葛 飾  

江 戸 川 1 6 , 4 1 5  2 7 4 , 8 4 2  5 . 9 7  6 6 4 2 , 5 4 7  2 . 5 5  1 0  江 戸 川

 220 , 6 9 7  4 , 0 1 9 , 7 5 6  8 , 3 5 5 , 5 3 6    
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表 ７  「 動 物 通 信 」 の バ ッ ク ナ ン バ ー  

No .  発 行 年 月  内           容  

Ⅰ  
６ 年 9 月  社 会 と 共 に 生 き る 住 み よ い 環 境 を 求 め  

[人 畜 共 通 伝 染 病 （ 狂 犬 病 ）・ 飼 育 ・ 動 物 ト ピ ッ ク ス ] 

Ⅱ  
7 年 ９ 月  社 会 と 共 に 生 き る 住 み よ い 環 境 を 求 め  

[人 畜 共 通 伝 染 病 （ 狂 犬 病 ）・ 飼 育 ・ 動 物 ト ピ ッ ク ス ] 

Ⅲ  
８ 年 ９ 月  社 会 と 共 に 生 き る 住 み よ い 環 境 を 求 め  

[人 畜 共 通 伝 染 病 （ 狂 犬 病 ）・ 飼 育 ・ 動 物 ト ピ ッ ク ス ] 

Ⅳ  

９ 年 ９ 月  学 校 飼 育 動 物 の ト ラ ブ ル と 対 策  

[ 動 物 の 身 に な っ て 考 え よ う （ ウ サ ギ ・ モ ル モ ッ ト ・ ハ ム

ス タ ー ・ ニ ワ ト リ ・ セ キ セ イ イ ン コ ） ] 

Ⅴ  
10 年 9 月 し つ け  

[い つ も 、 い っ し ょ に い た い な ・ 荒 れ る 犬 ・ モ ラ ル ] 

Ⅵ  

11 年 9 月 ペ ッ ト を 迎 え る と き ～ 選 び 方 の コ ツ  

[飼 う た め の 条 件・犬 選 び の ポ イ ン ト・猫 選 び の ポ イ ン ト ・

動 物 病 院 へ の か か り 方 ] 

Ⅶ  

12 年 9 月 す ぎ な み 家 の 動 物 た ち  

[ 保 護 者 の み な さ ま へ ・ 動 物 た ち の 大 切 な １ 年 の は じ ま

り ・ 犬 や 猫 の 健 康 を 守 る ワ ク チ ン 接 種 と 予 防 ・ お 知 ら せ ]

Ⅷ  
13 年 9 月 い ざ と い う と き の た め に  

[災 害 が 起 こ る 前 に ・ 日 ご ろ の 準 備 ・ 三 宅 島 の 動 物 た ち ]  

Ⅸ  

14 年 9 月 ペ ッ ト と 暮 ら す ル ー ル と 病 気  

[ 「 し つ け 」 の 基 本 ・ 人 畜 共 通 感 染 症 ・ ペ ッ ト の 登 録 ・ こ

ん な と き は ？ ] 

Ⅹ  

15 年 9 月 災 害 に 備 え て 家 庭 で 準 備 す る こ と  

[ ペ ッ ト と 共 に 災 害 を 考 え る ・ い ろ い ろ な 準 備 ～ 基 本 的 な

し つ け ・ 病 気 と 予 防 注 射 ・ 防 災 訓 練 ・ 非 常 持 ち 出 し 袋 ・ 飼

い 主 を 明 ら か に ] 

ⅩⅠ 

16 年 9 月 人 の た め に 働 く 犬 た ち  

[ 盲 導 犬 ・ 聴 導 犬 ・ 介 助 犬 ・ 警 察 犬 ・ 麻 薬 探 知 犬 ・ 災 害 救

助 犬  

ⅩⅡ 

17 年 10 月 年 を と っ た 動 物 と の つ き あ い 方  

[ 長 生 き に な っ た 理 由 ・ 長 生 き の 秘 訣 ・ 年 老 い た ら ・ 私 た

ち の 役 割 ]  
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動物の愛護及び管理に関する法律（抄） 

〔昭和四十八年十月一日法律第百五号〕 

最終改正：平成１７年６月２２日法律第６８号 

第一章 総則 

（目的） 

第一条 この法律は、動物の虐待の防止、動物の適正な取扱いその他動物の愛護に関する事項を定めて国民の間に動物を愛護

する気風を招来し、生命尊重、友愛及び平和の情操の涵（かん）養に資するとともに、動物の管理に関する事項を定めて

動物による人の生命、身体及び財産に対する侵害を防止することを目的とする。 

（基本原則） 

第二条 動物が命あるものであることにかんがみ、何人も、動物をみだりに殺し、傷つけ、又は苦しめることのないようにす

るのみでなく、人と動物の共生に配慮しつつ、その習性を考慮して適正に取り扱うようにしなければならない。 

（普及啓発） 

第三条 国及び地方公共団体は、動物の愛護と適正な飼養に関し、前条の趣旨にのつとり、相互に連携を図りつつ、教育活動、

広報活動等を通じて普及啓発を図るように努めなければならない。 

（動物愛護週間） 

第四条 ひろく国民の間に命あるものである動物の愛護と適正な飼養についての関心と理解を深めるようにするため、動物愛

護週間を設ける。 

２ 動物愛護週間は、九月二十日から同月二十六日までとする。 

３ 国及び地方公共団体は、動物愛護週間には、その趣旨にふさわしい行事が実施されるように努めなければならない。 

第二章 動物の適正な飼養及び保管 

第一節 総則 

（動物の所有者又は占有者の責務等） 

第五条 動物の所有者又は占有者は、命あるものである動物の所有者又は占有者としての責任を十分に自覚して、その動物を

適正に飼養し、又は保管することにより、動物の健康及び安全を保持するように努めるとともに、動物が人の生命、身体

若しくは財産に害を加え、又は人に迷惑を及ぼすことのないように努めなければならない。 

２ 動物の所有者又は占有者は、その所有し、又は占有する動物に起因する感染性の疾病について正しい知識を持つように努

めなければならない。 

３ 動物の所有者は、その所有する動物が自己の所有に係るものであることを明らかにするための措置を講ずるように努めな

ければならない。 

４ 環境大臣は、関係行政機関の長と協議して、動物の飼養及び保管に関しよるべき基準を定めることができる。 

（動物販売業者の責務） 

第六条 動物の販売を業として行う者は、当該販売に係る動物の購入者に対し、当該動物の適正な飼養又は保管の方法につい

て、必要な説明を行い、理解させるように努めなければならない。 

（地方公共団体の措置） 

第七条 地方公共団体は、動物の健康及び安全を保持するとともに、動物が人に迷惑を及ぼすことのないようにするため、条

例で定めるところにより、動物の飼養及び保管について、動物の所有者又は占有者に対する指導その他の必要な措置を講

ずることができる。 
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第三節 周辺の生活環境の保全に係る措置 

第十五条 都道府県知事は、多数の動物の飼養又は保管に起因して周辺の生活環境が損なわれている事態として環境省令で定

める事態が生じていると認めるときは、当該事態を生じさせている者に対し、期限を定めて、その事態を除去するために

必要な措置をとるべきことを勧告することができる。 

２ 都道府県知事は、前項の規定による勧告を受けた者がその勧告に係る措置をとらなかつた場合において、特に必要がある

と認めるときは、その者に対し、期限を定めて、その勧告に係る措置をとるべきことを命ずることができる。 

３ 都道府県知事は、市町村（特別区を含む。）の長（指定都市の長を除く。）に対し、前二項の規定による勧告又は命令に

関し、必要な協力を求めることができる。 

第四節 動物による人の生命等に対する侵害を防止するための措置 

第十六条 地方公共団体は、動物による人の生命、身体又は財産に対する侵害を防止するため、条例で定めるところにより、

動物の所有者又は占有者が動物の飼養又は保管に関し遵守すべき事項を定め、人の生命、身体又は財産に害を加えるおそ

れがある動物として政令で定める動物の飼養について許可を必要とする等により制限し、当該動物の所有者又は占有者そ

の他関係者に対し、当該動物による人の生命、身体又は財産に対する侵害を防止するために必要な措置をとるべきことを

命じ、必要があると認めるときは、その職員に、当該動物の所有者又は占有者の飼養施設を設置する場所その他関係のあ

る場所に立ち入り、当該動物の飼養状況を調査させる等動物の飼養及び保管に関し必要な措置を講ずることができる。 

 

第五節 動物愛護担当職員 

（犬及びねこの引取り） 

第十八条 都道府県等（都道府県及び指定都市、地方自治法第二百五十二条の二十二第一項の中核市（以下「中核市」という。）

その他政令で定める市（特別区を含む。以下同じ。）をいう。以下同じ。）は、犬又はねこの引取りをその所有者から求

められたときは、これを引き取らなければならない。この場合において、都道府県知事等（都道府県等の長をいう。以下

同じ。）は、その犬又はねこを引き取るべき場所を指定することができる。 

２ 前項の規定は、都道府県等が所有者の判明しない犬又はねこの引取りをその拾得者その他の者から求められた場合に準用

する。 

３ 都道府県知事は、市町村（特別区を含む。）の長（指定都市、中核市及び第一項の政令で定める市の長を除く。）に対し、

第一項（前項において準用する場合を含む。第五項及び第六項において同じ。）の規定による犬又はねこの引取りに関し、

必要な協力を求めることができる。 

４ 都道府県知事等は、動物の愛護を目的とする公益法人その他の者に犬及びねこの引取りを委託することができる。 

５ 環境大臣は、関係行政機関の長と協議して、第一項の規定により引取りを求められた場合の措置に関し必要な事項を定め

ることができる。 

６ 国は、都道府県等に対し、予算の範囲内において、政令で定めるところにより、第一項の引取りに関し、費用の一部を補

助することができる。 

 

（犬及びねこの繁殖制限） 

第二十条 犬又はねこの所有者は、これらの動物がみだりに繁殖してこれに適正な飼養を受ける機会を与えることが困難とな

るようなおそれがあると認める場合には、その繁殖を防止するため、生殖を不能にする手術その他の措置をするように努

めなければならない。 

２ 都道府県等は、第十八条第一項の規定による犬又はねこの引取り等に際して、前項に規定する措置が適切になされるよう、

必要な指導及び助言を行うように努めなければならない。 
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（動物愛護推進員） 

第二十一条 都道府県知事等は、地域における犬、ねこ等の動物の愛護の推進に熱意と識見を有する者のうちから、動物愛護

推進員を委嘱することができる。 

２ 動物愛護推進員は、次に掲げる活動を行う。 

一 犬、ねこ等の動物の愛護と適正な飼養の重要性について住民の理解を深めること。 

二 住民に対し、その求めに応じて、犬、ねこ等の動物がみだりに繁殖することを防止するための生殖を不能にする手術

その他の措置に関する必要な助言をすること。 

三 犬、ねこ等の動物の所有者等に対し、その求めに応じて、これらの動物に適正な飼養を受ける機会を与えるために譲

渡のあつせんその他の必要な支援をすること。 

四 犬、ねこ等の動物の愛護と適正な飼養の推進のために国又は都道府県等が行う施策に必要な協力をすること。 

 

第五章 罰則 

第二十七条 愛護動物をみだりに殺し、又は傷つけた者は、一年以下の懲役又は百万円以下の罰金に処する。 

２ 愛護動物に対し、みだりに給餌（じ）又は給水をやめることにより衰弱させる等の虐待を行つた者は、三十万円以下の罰

金に処する。 

３ 愛護動物を遺棄した者は、三十万円以下の罰金に処する。 

４ 前三項において「愛護動物」とは、次の各号に掲げる動物をいう。 

一 牛、馬、豚、めん羊、やぎ、犬、ねこ、いえうさぎ、鶏、いえばと及びあひる 

二 前号に掲げるものを除くほか、人が占有している動物で哺（ほ）乳類、鳥類又は爬（は）虫類に属するもの 
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動物の愛護及び管理に関する法律の一部を改正する法律について 

 

 動物愛護管理法の一部を改正する法律は、平成１７年６月２２日に公布されました（法律第６８号）。法律の施行は、公布

の日から起算して１年を超えない範囲において政令で定める日となります。 改正の概要は以下のとおりです。  

１．基本指針及び動物愛護管理推進計画の策定（第５条、第６条） 

1. [1]環境大臣は、動物の愛護及び管理に関する施策を総合的に推進するため、基本的な指針を定めることとなります。   

2. [2]都道府県は当該指針に即して、動物の愛護及び管理に関する施策を推進するための計画を定めることとなります。  

２．動物取扱業の適正化（第１０条～第２４条） 

（１）「登録制」の導入 

1. [1]現行の届出制を登録制に移行し、悪質な業者について登録及び更新の拒否、登録の取消し及び業務停止の命令措置

が設けられます。   

2. [2]登録動物取扱業者について氏名、登録番号等を記した標識の掲示が義務付けられます。  

（２）「動物取扱責任者」の選任及び研修の義務付け 

1. [1]事業所ごとに「動物取扱責任者」の選任が義務付けられます。 

2. [2]「動物取扱責任者」に、都道府県知事等が行う研修の受講が義務付けられます。  

（３）動物取扱業の範囲の見直し 

動物取扱業として、新たに、インターネットによる販売等の施設を持たない業が追加されます。また、「動物との触

れ合いの機会の提供」が含まれることが明確化されます。 

（４）生活環境の保全上の支障の防止 

動物の管理方法等に関して、鳴き声や臭い等の生活環境の保全上の支障を防止するための基準の遵守が義務付けられ

ます。 

３．個体識別措置及び特定動物の飼養等規制の全国一律化 

（第７条、第２６条～第３３条） 

1. （１）人の生命等に害を加えるおそれがあるとして政令で定める特定動物について、個体識別措置が義務付けられま

す。なお、その他の動物について、その所有者を明らかにするための措置（努力規定）の具体的内容を環境大臣が定

めることとなります。   

2. （２）特定動物による危害等防止の徹底を図るため、その飼養又は保管について全国一律の規制（許可制）が導入さ

れます。（現行制度は、必要に応じた条例規制）  

４．動物を科学上の利用に供する場合の配慮（第４１条） 

動物を科学上の利用に供する場合に、「科学上の利用の目的を達することができる範囲において、できる限り動物を供

する方法に代わり得るものを利用すること、できる限りその利用に供される動物の数を少なくすること等により動物を適
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切に利用することに配慮するものとする」が加えられます。（現在は、「できる限りその動物に苦痛を与えない方法」と

規定） 

５．その他 

1. [1]学校等における動物愛護の普及啓発：動物の愛護と適正な飼養に関する普及啓発を推進するため、教育活動等が行

われる場所の例示として、「学校、地域、家庭等」と明記されます（第３条）。 

2. [2]動物由来感染症の予防：動物の所有者等の責務規定として、「動物に起因する感染性の疾病の予防のために必要な

注意を払うよう努めること」が追加されます（第７条）。 

3. [3]犬ねこの引取り業務の委託先：都道府県知事等が実施する犬又はねこの引取りについて、「動物の愛護を目的とす

る団体」が委託先になりうることが明記されます（第３５条）。 

4. [4]罰則：登録制への移行、特定動物の飼養等規制の全国一律化等に伴い設けられた措置に関し、必要に応じて罰則が

設けられます（第４５条～第５０条）。愛護動物に対する虐待等について、罰金を３０万円以下から５０万円以下に

強化されます（第４４条）。 

5. [5]検討条項：この改正法の施行後５年を目途として、必要に応じて所要の措置を講ずる旨の検討条項が設けられます

（附則第９条）。  
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狂犬病予防法（抄） 

 

  〔昭和二十五年八月二十六日法律第二百四十七号〕 

最終改正：平成１７年５月１８日法律第４２号 

第一章 総則 

（目的） 

第一条 この法律は、狂犬病の発生を予防し、そのまん延を防止し、及びこれを撲滅することにより、公衆衛生の向上及び公

共の福祉の増進を図ることを目的とする。 

（適用範囲） 

第二条 この法律は、次に掲げる動物の狂犬病に限りこれを適用する。ただし、第二号に掲げる動物の狂犬病については、こ

の法律の規定中第七条から第九条まで、第十一条、第十二条及び第十四条の規定並びにこれらの規定に係る第四章及び第

五章の規定に限りこれを適用する。 

一 犬 

二 猫その他の動物（牛、馬、めん羊、山羊、豚、鶏及びあひる（次項において「牛等」という。）を除く。）であつて、

狂犬病を人に感染させるおそれが高いものとして政令で定めるもの 

２ 犬及び牛等以外の動物について狂犬病が発生して公衆衛生に重大な影響があると認められるときは、政令で、動物の種類、

期間及び地域を指定してこの法律の一部（前項第二号に掲げる動物の狂犬病については、同項ただし書に規定する規定を

除く。次項において同じ。）を準用することができる。この場合において、その期間は、一年を超えることができない。 

３ 都道府県知事は、当該都道府県内の地域について、前項の規定によりこの法律の一部を準用する必要があると認めるとき

は、厚生労働省令の定めるところにより、その旨を厚生労働大臣に報告しなければならない。 

（狂犬病予防員） 

第三条 都道府県知事は、当該都道府県の職員で獣医師であるもののうちから狂犬病予防員（以下「予防員」という。）を任

命しなければならない。 

２ 予防員は、その事務に従事するときは、その身分を示す証票を携帯し、関係人の求めにより、これを呈示しなければなら

ない。 

第二章 通常措置 

（登録） 

第四条 犬の所有者は、犬を取得した日（生後九十日以内の犬を取得した場合にあつては、生後九十日を経過した日）から三

十日以内に、厚生労働省令の定めるところにより、その犬の所在地を管轄する市町村長（特別区にあつては、区長。以下

同じ。）に犬の登録を申請しなければならない。ただし、この条の規定により登録を受けた犬については、この限りでな

い。 

２ 市町村長は、前項の登録の申請があつたときは、原簿に登録し、その犬の所有者に犬の鑑札を交付しなければならない。 

３ 犬の所有者は、前項の鑑札をその犬に着けておかなければならない。 

４ 第一項及び第二項の規定により登録を受けた犬の所有者は、犬が死亡したとき又は犬の所在地その他厚生労働省令で定め

る事項を変更したときは、三十日以内に、厚生労働省令の定めるところにより、その犬の所在地（犬の所在地を変更した

ときにあつては、その犬の新所在地）を管轄する市町村長に届け出なければならない。 

５ 第一項及び第二項の規定により登録を受けた犬について所有者の変更があつたときは、新所有者は、三十日以内に、厚生

労働省令の定めるところにより、その犬の所在地を管轄する市町村長に届け出なければならない。 

６ 前各項に定めるもののほか、犬の登録及び鑑札の交付に関して必要な事項は、政令で定める。 

（予防注射） 

第五条 犬の所有者（所有者以外の者が管理する場合には、その者。以下同じ。）は、その犬について、厚生労働省令の定め

るところにより、狂犬病の予防注射を毎年一回受けさせなければならない。 

２ 市町村長は、政令の定めるところにより、前項の予防注射を受けた犬の所有者に注射済票を交付しなければならない。 

３ 犬の所有者は、前項の注射済票をその犬に着けておかなければならない。 

（抑留） 

第六条 予防員は、第四条に規定する登録を受けず、若しくは鑑札を着けず、又は第五条に規定する予防注射を受けず、若し
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くは注射済票を着けていない犬があると認めたときは、これを抑留しなければならない。 

２ 予防員は、前項の抑留を行うため、あらかじめ、都道府県知事が指定した捕獲人を使用して、その犬を捕獲することがで

きる。 

３ 予防員は、捕獲しようとして追跡中の犬がその所有者又はその他の者の土地、建物又は船車内に入つた場合において、こ

れを捕獲するためやむを得ないと認めるときは、合理的に必要と判断される限度において、その場所（人の住居を除く。）

に立ち入ることができる。但し、その場所の看守者又はこれに代るべき者が拒んだときはこの限りでない。 

４ 何人も、正当な理由がなく、前項の立入を拒んではならない。 

５ 第三項の規定は、当該追跡中の犬が人又は家畜をかんだ犬である場合を除き、都道府県知事が特に必要と認めて指定した

期間及び区域に限り適用する。 

６ 第二項の捕獲人が犬の捕獲に従事するときは、第三条第二項の規定を準用する。 

７ 予防員は、第一項の規定により犬を抑留したときは、所有者の知れているものについてはその所有者にこれを引き取るべ

き旨を通知し、所有者の知れていないものについてはその犬を捕獲した場所を管轄する市町村長にその旨を通知しなけれ

ばならない。 

８ 市町村長は、前項の規定による通知を受けたときは、その旨を二日間公示しなければならない。 

９ 第七項の通知を受け取つた後又は前項の公示期間満了の後一日以内に所有者がその犬を引き取らないときは、予防員は、

政令の定めるところにより、これを処分することができる。但し、やむを得ない事由によりこの期間内に引き取ることが

できない所有者が、その旨及び相当の期間内に引き取るべき旨を申し出たときは、その申し出た期間が経過するまでは、

処分することができない。 

10 前項の場合において、都道府県は、その処分によつて損害を受けた所有者に通常生ずべき損害を補償する。 

（輸出入検疫） 

第七条 何人も、検疫を受けた犬等（犬又は第二条第一項第二号に掲げる動物をいう。以下同じ。）でなければ輸出し、又は

輸入してはならない。 

２ 前項の検疫に関する事務は、農林水産大臣の所管とし、その検疫に関する事項は、農林水産省令でこれを定める。 

第三章 狂犬病発生時の措置 

（届出義務） 

第八条 狂犬病にかかつた犬等若しくは狂犬病にかかつた疑いのある犬等又はこれらの犬等にかまれた犬等については、これ

を診断し、又はその死体を検案した獣医師は、厚生労働省令の定めるところにより、直ちに、その犬等の所在地を管轄す

る保健所長にその旨を届け出なければならない。ただし、獣医師の診断又は検案を受けない場合においては、その犬等の

所有者がこれをしなければならない。 

２ 保健所長は、前項の届出があつたときは、政令の定めるところにより、直ちに、その旨を都道府県知事に報告しなければ

ならない。 

３ 都道府県知事は、前項の報告を受けたときは、厚生労働大臣に報告し、且つ、隣接都道府県知事に通報しなければならな

い。 

（隔離義務） 

第九条 前条第一項の犬等を診断した獣医師又はその所有者は、直ちに、その犬等を隔離しなければならない。ただし、人命

に危険があつて緊急やむを得ないときは、殺すことを妨げない。 

２ 予防員は、前項の隔離について必要な指示をすることができる。 

（公示及びけい留命令等） 

第十条 都道府県知事は、狂犬病（狂犬病の疑似症を含む。以下この章から第五章まで同じ。）が発生したと認めたときは、

直ちに、その旨を公示し、区域及び期間を定めて、その区域内のすべての犬に口輪をかけ、又はこれをけい留することを

命じなければならない。 

（殺害禁止） 

第十一条 第九条第一項の規定により隔離された犬等は、予防員の許可を受けなければこれを殺してはならない。 

（死体の引渡し） 

第十二条 第八条第一項に規定する犬等が死んだ場合には、その所有者は、その死体を検査又は解剖のため予防員に引き渡さ

なければならない。ただし、予防員が許可した場合又はその引取りを必要としない場合は、この限りでない。 
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（検診及び予防注射） 

第十三条 都道府県知事は、狂犬病が発生した場合において、そのまん延の防止及び撲滅のため必要と認めるときは、期間及

び区域を定めて予防員をして犬の一せい検診をさせ、又は臨時の予防注射を行わせることができる。 

（病性鑑定のための措置） 

第十四条 予防員は、政令の定めるところにより、病性鑑定のため必要があるときは、都道府県知事の許可を受けて、犬等の

死体を解剖し、又は解剖のため狂犬病にかかつた犬等を殺すことができる。 

２ 前項の場合においては、第六条第十項の規定を準用する。 

 

（費用負担区分） 

第二十三条 この法律の規定の実施に要する費用は、次に掲げるものを除き、都道府県の負担とする。 

第一 国の負担する費用 

第七条の規定による輸出入検疫に要する費用（輸出入検疫中の犬等の飼養管理費を除く。） 

第二 犬等の所有者の負担する費用 

一 第四条の規定による登録の手続に要する費用 

二 第五条及び第十三条の規定による犬の予防注射の費用 

三 第六条及び第十八条の規定による犬の抑留中の飼養管理費及びその返還に要する費用 

四 第七条の規定による輸出入検疫中の犬等の飼養管理費 

五 第八条の規定による届出に要する費用 

六 第九条の規定による隔離及び指示により行つた処置に要した費用 

（処分等の行為の承継人に対する効力） 

 

第五章 罰則 

第二十六条 次の各号の一に該当する者は、三十万円以下の罰金に処する。 

一 第七条の規定に違反して検疫を受けない犬等（第二条第二項の規定により準用した場合における動物を含む。以下こ

の条及び次条において同じ。）を輸出し、又は輸入した者 

二 第八条第一項の規定に違反して犬等についての届出をしなかつた者 

三 第九条第一項の規定に違反して犬等を隔離しなかつた者 

第二十七条 次の各号の一に該当する者は、二十万円以下の罰金に処する。 

一 第四条の規定に違反して犬（第二条第二項の規定により準用した場合における動物を含む。以下この条において同じ。）

の登録の申請をせず、鑑札を犬に着けず、又は届出をしなかつた者 

二 第五条の規定に違反して犬に予防注射を受けさせず、又は注射済票を着けなかつた者 

三 第九条第二項に規定する犬等の隔離についての指示に従わなかつた者 

四 第十条に規定する犬に口輪をかけ、又はこれをけい留する命令に従わなかつた者 

五 第十一条の規定に違反して犬等を殺した者 

六 第十二条の規定に違反して犬等の死体を引き渡さなかつた者 

七 第十三条に規定する犬の検診又は予防注射を受けさせなかつた者 
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家庭動物等の飼養及び保管に関する基準 

〔平成１４年５月２８日環境省告示第３７号〕 

第１ 一般原則 

１ 家庭動物等の所有者又は占有者（ 以下「所有者等」という。） は、命あるものである家庭動物等の適正な飼養保管に

責任を負う者として、動物の生態、習性及び生理を理解し、愛情をもって家庭動物等を取り扱うとともに、その所有者は、

家庭動物等を終生飼養するように努めること。 

２ 所有者等は、人と動物との共生に配慮しつつ、人の生命、身体又は財産に対する侵害を防止し、及び生活環境を害する

ことがないよう責任をもって飼養及び保管に努めること。 

第２ 定義 

この基準において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

(1) 動物     哺乳類、鳥類及び爬虫類に属する動物をいう。 

(2) 家庭動物等  愛がん動物又は伴侶動物（ コンパニオンアニマル） として家庭等で飼養保管されている動物並びに

情操の涵養及び生態観察のため飼養保管されている動物をいう。 

(3) 管理者    情操の涵養及び生態観察のため飼養保管する動物及びその飼養保管のための施設を管理する者をい

う。 

第３ 飼養及び保管に当たっての配慮 

１ 家庭動物等を飼養しようとする者は、飼養に先立って、当該動物の生態習性及び生理に関する知識の修得に努めるとと

もに、将来にわたる飼養の可能性について、住宅環境・家族構成の変化も考慮に入れ、慎重に判断するなど、終生飼養の

責務を果たす上で支障が生じないよう努めること。 

２ 特に、家畜化された動物ではない野生動物等については、一般にその飼養保管のためには当該動物の生態、習性及び生

理に即した特別の飼養保管のための諸条件を整備し、維持する必要があること、譲渡が難しく飼養の中止は容易でないこ

と、人に危害を加えるおそれのある種が含まれていること等を、その飼養に先立ち慎重に検討すべきであること。さらに、

こうした動物は、ひとたび逸走等により自然生態系に移入された場合、生物多様性の保全上の問題が生じるおそれが大き

いことから、飼養者の責任は重大であり、その点を十分自覚する必要があること。 

第４ 共通基準 

１ 所有の明示 

家庭動物等の所有者は、その責任の所在を明らかにし、逸走した家庭動物等の発見を容易にするため、名札、脚環、マ

イクロチップ等を装着するなど、動物の種類を考慮して、容易に脱落、消失しない適切な方法により、その所有する家庭

動物等が自己の所有であることを明らかにするための措置を講じるよう努めること。 

２ 健康及び安全の保持 

所有者等は、下記事項に留意し、家庭動物等に必要な運動、休息及び睡眠を確保し、並びにその健全な成長及び本来の

習性の発現を図るように努めること。 

(1) 家庭動物等の種類、発育状況等に応じて適正に飼料及び水の給与を行うこと。 

(2) 疾病及びけがの予防等の家庭動物等の日常の健康管理に努めるとともに、疾病にかかり、又は負傷した家庭動物等に

ついては、原則として獣医師により速やかに適切な措置を講ずること 

(3) 所有者等は、適正な飼養保管に必要なときは、家庭動物等の種類、習性及び生理を考慮した飼養保管施設（ 以下「飼

養施設」という。） を設けること。飼養施設の設置に当たっては、適切な日照、通風等の確保を図り、施設内の適切

な温度、湿度の維持等適切な飼養環境を確保するとともに、衛生状態の維持に配慮すること。 

３ 生活環境の保全 

(1) 所有者等は、自らが飼養保管する家庭動物等が公園、道路等公共の場所及び他人の土地、建物等を、損壊し、又はふ
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ん尿その他の汚物、毛、羽毛等で汚すことのないように努めること。 

(2) 所有者等は、家庭動物等のふん尿その他の汚物、毛、羽毛等の適正な処理を行うとともに、飼養施設を常に清潔にし

て悪臭、衛生昆虫等の発生の防止を図り、周辺の生活環境の保全に努めること。 

４ 適正な飼養数 

所有者等は、その飼養保管する家庭動物等の数を、適切な飼養環境の確保、終生飼養の確保及び周辺の生活環境の保全に

支障を生じさせないよう適切な管理が可能となる範囲内とするよう努めること。 

５ 繁殖制限 

所有者は、その飼養保管する家庭動物等が繁殖し、飼養数が増加しても、適切な飼養環境及び終生飼養の確保又は適切な

譲渡が自らの責任において可能である場合を除き、原則としてその家庭動物等について去勢手術、不妊手術、雌雄の分別飼

育等その繁殖を制限するための措置を講じること。 

６ 動物の輸送 

所有者等は、家庭動物等の輸送に当たっては、下記事項に留意し、動物の健康及び安全並びに動物による事故の防止に努

めること。 

(1) 家庭動物等の疲労及び苦痛をできるだけ小さくするため、なるべく短い時間による輸送方法を選択するとともに、輸送

時においては必要に応じ適切な休憩時間を確保すること。 

(2) 家庭動物等の種類、性別、性質等を考慮して、適切に区分して輸送する方法をとるとともに、輸送に用いる容器等は、

動物の安全の確保及び動物の逸走を防止するために必要な規模及び構造のものを選定すること。 

(3) 輸送中の家庭動物等に適切な間隔で給餌及び給水するとともに、適切な温度、湿度等の管理、適切な換気の実施等に留

意すること。 

７ 動物に起因する感染性の疾病に係る知識の修得等 

(1) 所有者等は、その所有し、又は占有する家庭動物等に起因する感染性の疾病について、動物販売業者が提供する情報

その他の情報をもとに、獣医師等十分な知識を有する者の指導を得るなどにより、正しい知識を持ち、その飼養保管に

当たっては、感染の可能性に留意し、適度な接触にとどめるなど自らへの感染のみならず、他の者への感染の防止にも

努めること。 

(2) 家庭動物等に接触し又は家庭動物等の排泄物を処理したときは、手指等の洗浄を十分行い、必要に応じ消毒を行うこ

と。 

８ 逸走防止等 

所有者等は、下記事項に留意し、家庭動物等の逸走の防止のための措置を講ずるとともに、万が一に逸走した場合は、自

らの責任において速やかに捜索し捕獲すること。 

(1) 飼養施設は、家庭動物等の逸走の防止のために配慮した構造とすること。 

(2) 飼養施設の点検等、逸走の防止のための管理に努めること。 

９ 危害防止 

所有者等は、人に危害を加えるおそれのある家庭動物等を飼養保管する場合には、下記事項に留意し、逸走の防止等、

人身事故の防止に万全を期すこと。 

(1) 飼養施設は、動物が脱出できない構造とすること。 

(2) 飼養施設は、飼養に当たる者が、危険を伴うことなく作業ができる構造とすること。 

(3) 所有者等は、人に危害を加えるおそれのある動物の脱出時の措置についてあらかじめ対策を講じ、脱出時の事故の防

止に努めること。 

(4) 所有者等は、飼養施設を常時点検し、必要な補修を行うとともに、施錠の確認をするなど逸走の防止のための管理に

万全を期すこと。 
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(5) 捕獲等のための機材を常備し、当該機材については常に使用可能な状態で整備しておくこと。 

(6) 所有者等は、人に危害を加えるおそれのある家庭動物等が飼養施設から脱出した場合には、速やかに関係機関への通

報を行うとともに、近隣の住民に周知し、脱出した動物の捕獲等を行い、家庭動物等による事故の防止のため必要な措

置を講ずること。 

10 緊急時対策 

所有者等は、地震、火災等の非常災害に際してとるべき緊急措置を定めるとともに、移動用の容器、非常食の準備等、避

難に必要な準備を行うよう努めること。非常災害が発生したときは、速やかに家庭動物等を保護し、及び家庭動物等による

事故の防止に努めるとともに、避難する場合には、できるだけその家庭動物等の適切な避難場所の確保に努めること。 

第５ 犬の飼養及び保管に関する基準 

１ 放し飼い防止 

犬の所有者等は、柵等で囲まれた自己の所有地、屋内等その他の人の生命、身体若しくは財産に危害を加え、又は人に

迷惑を及ぼすことのない場所において飼養保管する場合を除き、犬の放し飼いを行わないこと。 

２ けい留 

犬の所有者等は、犬をけい留する場合には、けい留されている犬の行動範囲が道路又は通路に接しないように留意する

こと。 

３ しつけ及び訓練 

犬の所有者等は、適当な時期に、飼養目的等に応じ、人の生命、身体若しくは財産に危害を加え、又は人に迷惑を及ぼ

すことのないよう、適正な方法でしつけを行うとともに、特に所有者等の制止に従うよう訓練に努めること。 

４ 犬の所有者等は、犬を道路等屋外で運動させる場合には、下記事項を遵守するよう努めること。 

(1) 犬を制御できる者が原則として引き運動により行うこと。 

(2) 犬の突発的な行動に対応できるよう引綱の点検及び調節等に配慮すること。 

(3) 運動場所、時刻等に十分配慮すること。 

５ 犬の所有者は、やむを得ず犬を継続して飼養することができなくなった場合には、適正に飼養することのできる者に当

該犬を譲渡するように努め、新たな飼養者を見いだすことができない場合に限り、都道府県知事等（ 法第18 条第１ 項

に規定する都道府県知事等をいう。）に引取りを求めること。 

６ 犬の所有者は子犬の譲渡に当たっては、特別の場合を除き、離乳前に譲渡しないように努めるとともに、その社会化が

十分に図られた後に譲渡するよう努めること。また、譲渡を受ける者に対し、社会化に関する情報を提供するよう努める

こと。 

第６ ねこの飼養及び保管に関する基準 

１ ねこの所有者等は、周辺環境に応じた適切な飼養保管を行うことにより人に迷惑を及ぼすことのないよう努めること。 

２ ねこの所有者等は、ねこの疾病の感染防止、不慮の事故防止等健康と安全の保持の観点から、屋内飼養に努めるものと

し、屋内飼養以外の方法により飼養する場合にあっては、屋外での疾病の感染、不慮の事故防止等健康と安全の保持に十

分な配慮を行うこと。 

３ ねこの所有者は、繁殖制限に係る共通基準によるほか、屋内飼養によらない場合にあっては、原則として、去勢手術、

不妊手術等繁殖制限の措置を講じること。 

４ ねこの所有者は、やむを得ずねこを継続して飼養することができなくなった場合には、適正に飼養することのできる者

に当該ねこを譲渡するように努め、新たな飼養者を見いだすことができない場合に限り、都道府県知事等（ 法第18 条

第１ 項に規定する都道府県知事等をいう。） に引取りを求めること。 

５ ねこの所有者は、子ねこの譲渡に当たっては、特別の場合を除き、離乳前に譲渡しないように努めるとともに、その社

会化が十分に図られた後に譲渡するよう努めること。また、譲渡を受ける者に対し、社会化に関する情報を提供するよう
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努めること。 

第７ 学校、福祉施設等における飼養及び保管 

１ 管理者は、動物の飼養保管が、獣医師等十分な知識と飼養経験を有する者の指導のもとに行われるよう努め、本基準の

各項に基づく適切な動物の飼養保管及び動物による事故の防止に努めること。 

２ 管理者は、飼養保管する動物に対して飼養に当たる者以外の者からみだりに食物等を与えられ、又は動物が傷つけられ、

若しくは苦しめられることがないよう、その予防のための措置を講じるよう努めること。 

第８ その他 

所有者等は、動物の逸走、放し飼い等により、野生動物の捕食、在来種の圧迫等の自然環境保全上の問題が生じ、人と

動物との共生に支障が生じることがないよう十分な配慮を行うこと。 

第９ 準用 

第２ の(2) に規定する目的以外の目的で飼養及び保管される犬又はねこについては、当該動物の飼養保管の目的に反し

ない限り、本基準を準用する。 
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東京都動物の愛護及び管理に関する条例（抄） 

〔昭和54 年10 月27 日条例第81 号〕 

最終改正 平成１５年３月１４日 

 

第一章 総則 

(目的) 

第一条 この条例は、動物の愛護及び管理に関し必要な事項を定めることにより、都民の動物愛護の精神の高揚を図るととも

に、動物による人の生命、身体及び財産に対する侵害を防止し、もつて人と動物との調和のとれた共生社会の実現に資するこ

とを目的とする。 

 (定義) 

第二条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。 

一 動物 人の飼養(保管を含む。以下同じ。)する動物で、ほ乳類、鳥類及びは虫類に属するものをいう。 

二 特定動物 ライオン、わし、わにその他の危険な動物で、東京都規則(以下「規則」という。)で定めるものをいう。 

三 飼い主 動物の所有者(所有者以外の者が飼養する場合は、その者を含む。)をいう。 

四 動物取扱業 次に掲げる行為を業として行う目的で、施設を設置して動物を飼養することをいう。ただし、国又は地

方公共団体が飼養する場合を除く。 

イ 動物の販売 

ロ 動物の貸出し 

ハ 動物の一時預かり 

ニ 動物の訓練又は調教 

ホ 動物の輸出又は輸入 

ヘ 動物の美容又は装飾 

ト その他規則で定める行為 

五 施設 動物を飼養するための工作物その他規則で定める物をいう。 

 (都の責務) 

第三条 都は、動物の愛護及び管理に関する法律(昭和四十八年法律第百五号。以下「法」という。)及びこの条例の目的を達

成するため、人と動物との調和のとれた共生社会の実現に向けた基本的かつ総合的な施策を策定し、都民と協力して、実施

するよう努めるものとする。 

(区市町村の協力) 

第四条 知事は、法及びこの条例の目的を達成するため、特別区及び市町村に対し、必要な協力を求めることができる。 

(都民の責務) 

第五条 都民は、人と動物との調和のとれた共生社会の実現に向けて、動物の愛護に努めるとともに、都が行う施策に協力す

るよう努めなければならない。 

(飼い主等の責務) 

第六条 飼い主は、動物の本能、習性等を理解するとともに、命あるものである動物の飼い主としての責任を十分に自覚して、

動物を適正に飼養するよう努めなければならない。 

2 飼い主は、周辺環境に配慮し、近隣住民の理解を得られるよう心がけ、もつて人と動物が共生できる環境づくりに努めな

ければならない。 

3 動物の所有者は、動物がみだりに繁殖してこれに適正な飼養を受ける機会を与えることが困難となるようなおそれがある

と認める場合には、その繁殖を防止するため、生殖を不能にする手術その他の措置をするよう努めなければならない。 

4 動物の所有者は、動物を終生飼養するよう努めなければならない。 

5 動物の所有者は、動物を終生にわたり飼養することが困難となつた場合には、新たな飼い主を見つけるよう努めなければ
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ならない。 

(飼い主になろうとする者の責務) 

第六条の二 飼い主になろうとする者は、動物の本能、習性等を理解し、飼養の目的、環境等に適した動物を選ぶよう努めな

ければならない。 

第二章 動物の適正な飼養等 

(動物飼養の遵守事項) 

第七条 飼い主は、動物を適正に飼養するため、次に掲げる事項を守らなければならない。 

一 適正にえさ及び水を与えること。 

二 人と動物との共通感染症に関する正しい知識を持ち、感染の予防に注意を払うこと。 

三 動物の健康状態を把握し、異常を認めた場合には、必要な措置を講ずること。 

四 適正に飼養できる施設を設けること。 

五 汚物及び汚水を適正に処理し、施設の内外を常に清潔にすること。 

六 公共の場所並びに他人の土地及び物件を不潔にし、又は損傷させないこと。 

七 異常な鳴き声、体臭、羽毛等により人に迷惑をかけないこと。 

八 逸走した場合は、自ら捜索し、収容すること。 

 (ねこの飼い主等の遵守事項) 

第八条 ねこの飼い主は、他人に迷惑をかけないように飼養するよう努めなければならない。 

2 ねこの所有者は、ねこを屋外で行動できるような方法で飼養する場合には、感染症を予防し、及びみだりに繁殖すること

を防止するため、必要な措置を講ずるよう努めなければならない。 

 (犬の飼い主の遵守事項) 

第九条 犬の飼い主は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

一 犬を逸走させないため、犬をさく、おりその他の囲いの中で飼養し、又は人の生命若しくは身体に危害を加えるおそ

れのない場所において、固定した物に綱若しくは鎖で確実につないで飼養すること。ただし、次のイからニまでのいず

れかに該当する場合は、この限りでない。 

イ 警察犬、盲導犬等をその目的のために使用する場合 

ロ 犬を制御できる者が、人の生命、身体及び財産に対する侵害のおそれのない場所並びに方法で犬を訓練する場合 

ハ 犬を制御できる者が、犬を綱、鎖等で確実に保持して、移動させ、又は運動させる場合 

ニ その他逸走又は人の生命、身体及び財産に対する侵害のおそれのない場合で、規則で定めるとき。 

二 犬をその種類、健康状態等に応じて、適正に運動させること。 

三 犬に適切なしつけを施すこと。 

四 犬を飼養している旨の標識を、施設等のある土地又は建物の出入口付近の外部から見やすい箇所に掲示しておくこと。 

 (特定動物等の飼い主の遵守事項) 

第十条 特定動物、人の生命若しくは身体に危害を加えたことのある犬又は人に感染するおそれのある有害な病原体に汚染さ

れている動物(以下「特定動物等」という。)の飼い主は、次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 

一 特定動物等の行動に常に注意を払うとともに、定期的に施設等を点検すること。 

二 地震、火災等の非常災害時における特定動物等を逸走させないための対策を講じておくこと。 

 

第四章 特定動物の飼養 

 (特定動物の飼養許可) 

第二十五条 特定動物を飼養しようとする者は、あらかじめ、その種類ごとに知事の許可を受けなければならない。ただし、

次の各号のいずれかに該当する場合は、この限りでない。 

一 国又は地方公共団体が設置し、及び管理する施設内で飼養する場合 

二 学校教育法(昭和二十二年法律第二十六号)第一条に規定する大学が設置し、及び管理する施設内で試験又は研究のた
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めに飼養する場合 

三 医療法(昭和二十三年法律第二百五号)第四条の二第一項に規定する特定機能病院が設置し、及び管理する施設内で試

験又は研究のために飼養する場合 

四 獣医療法(平成四年法律第四十六号)第二条第二項に規定する診療施設内で診療のために飼養する場合 

五 搬送のために都内を通過する場合 

六 前各号に掲げる場合のほか、規則で定める場合 

2 前項の許可を受けようとする者は、次の各号に掲げる事項を記載した申請書を知事に提出しなければならない。 

一 氏名及び住所(法人にあつては、名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地) 

二 飼養の目的 

三 動物の種類及び数 

四 施設の所在地及び設置場所 

五 施設の規模及び構造 

六 飼養の作業に従事する者に関する事項 

七 前各号に掲げるもののほか、規則で定める事項 

3 前項の申請書には、施設の所在地付近の見取図、施設の構造及び規模を示す図面その他規則で定める書類を添付しなけれ

ばならない。 

4 知事は、第一項の許可をするに当たつては、特定動物による人の生命、身体及び財産に対する侵害を防止するために必要

な限度において、一年を下らない有効期間その他の条件を付することができる。 

 

第五章 動物の引取り、収容等 

 (犬又はねこの引取り) 

第三十四条 知事は、犬又はねこの引取りをその所有者から求められた場合において、当該所有者が継続して飼養することが

できないことについて、やむを得ない理由があると認めるときは、これを引き取るものとする。 

2 知事は、前項の規定により犬又はねこを引き取るときは、日時、場所その他これを引き取るために必要な指示をすること

ができる。 

3 知事は、所有者の判明しない犬又はねこの引取りを、その拾得者から求められた場合において、当該犬又はねこを引き取

ることがやむを得ないと認めるときは、これを引き取るものとする。 

 (犬の収容) 

第三十五条 知事は、飼い主が第九条第一号の規定に違反したため、逸走している犬があるときは、その職員をしてこれを収

容させることができる。 

2 職員は、収容しようとしている犬がその飼い主又はその他の者の土地、建物、船舶又は車両内に入つた場合において、こ

れを収容するためやむを得ないと認めるときは、合理的に必要と判断される限度において、その場所(人の住居を除く。)に

立ち入ることができる。 

 (負傷した犬、ねこ等の収容等) 

第三十六条 知事は、道路、公園、広場その他の公共の場所において、疾病にかかり、又は負傷している犬、ねこ又は規則で

定める動物(以下「犬、ねこ等」という。)を発見した者から通報があつた場合において、その所有者が判明しないときは、

これを収容するものとする。 

2 知事は、前項の規定により犬、ねこ等を収容したときは、治療その他必要な措置を講ずるものとする。 

 (公示等) 

第三十七条 知事は、所有者の判明しない犬、ねこ等を引き取り、又は収容したときは、当該動物の種類、収容等の日時、場

所その他必要な事項を二日間公示するものとする。 

2 知事は、第三十五条第一項の規定により収容した犬の所有者が判明しているときは、その所有者に対し、通知を受けた日

から二日以内にこれを引き取るべき旨を通知するものとする。 
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3 知事は、所有者が第一項の公示期間満了の後二日以内に当該動物を引き取らないとき、及び所有者が前項の通知到達後二

日以内に当該犬を引き取らないときは、これを処分することができる。 

 (譲渡) 

第三十八条 知事は、第三十四条第一項及び第三項、第三十五条第一項並びに第三十六条第一項の規定により引き取り、又は

収容した犬、ねこ等を、その飼養を希望する者で、適正に飼養できると認めるものに譲渡することができる。 

2 前項の規定による譲渡を求める者は、あらかじめ、その旨を知事に申し出なければならない。 

 (野犬の駆除) 

第三十九条 知事は、野犬(飼い主のいない犬をいう。以下同じ。)が人の生命、身体若しくは財産を侵害し、又は侵害するお

それのある場合で、通常の方法によつては収容することが著しく困難であると認めるときは、一定の区域及び期間を定め、

薬物等を使用して、これを駆除することができる。 

2 知事は、前項の規定により野犬を駆除しようとするときは、当該区域及びその付近の住民に対して、あらかじめ、その旨

を周知させるものとする。 

 (人と動物との共通感染症の調査等) 

第四十条 知事は、人と動物との共通感染症に関し、調査及び研究を行うとともに、その防疫措置について必要な対策を講ず

るよう努めるものとする。 

第六章 緊急時の措置等 

 (緊急時の措置) 

第四十一条 飼い主は、その飼養する特定動物等が逸走したときは、直ちに、知事及び警察官にその旨を通報するとともに、

当該特定動物等を捕獲するなど、人の生命、身体及び財産に対する侵害を防止するために必要な措置をとらなければならな

い。 

2 知事は、前項の通報があつた場合又は飼い主が直ちに判明しない特定動物等が逸走した場合で、人の生命、身体又は財産

に対する急迫の侵害のおそれがあると認めるときは、その職員をして、当該特定動物等を捕獲し、又は殺処分させることが

できる。 

 (事故発生時の措置) 

第四十二条 飼い主は、その飼養する動物が人の生命又は身体に危害を加えたときは、適切な応急処置及び新たな事故の発生

を防止する措置をとるとともに、その事故及びその後の措置について、事故発生の時から二十四時間以内に、知事に届け出

なければならない。 

2 犬の飼い主は、その犬が人をかんだときは、事故発生の時から四十八時間以内に、その犬を狂犬病の疑いの有無について

獣医師に検診させなければならない。 

 (措置命令) 

第四十三条 知事は、動物が人の生命、身体若しくは財産を侵害したとき、又は侵害するおそれがあると認めるときは、当該

動物の飼い主に対し、次の各号に掲げる措置を命ずることができる。 

一 施設を設置し、又は改善すること。 

二 動物を施設内で飼養すること。 

三 動物に口輪をつけること。 

四 動物を殺処分すること。 

五 前各号に掲げるもののほか、必要な措置 

 (報告及び検査等) 

 

 (動物愛護推進員) 

第四十六条 知事は、動物の愛護及び適正な飼養の推進について熱意と識見を有する都民のうちから、動物愛護推進員を委嘱

することができる。 

2 前項の動物愛護推進員は、法第二十一条第一項に規定する動物愛護推進員とする。 
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3 動物愛護推進員は、法第二十一条第二項に掲げるもののほか、次に掲げる活動を行う。 

一 飼い主になろうとする者に対し、その求めに応じて、飼養の目的、環境等に適した動物の選び方に関する必要な助言

をすること。 

二 飼い主に対し、その求めに応じて、動物の適正な飼養方法に関する必要な助言をすること。 

三 前二号に掲げるもののほか、規則で定めること。 

 

第八章 罰則 

 (罰則) 

第五十条 次の各号のいずれかに該当する者は、一年以下の懲役又は三十万円以下の罰金に処する。 

一 第二十五条第一項の規定に違反して、知事の許可を受けないで特定動物を飼養した者 

二 第四十三条の規定により命ぜられた同条第四号の措置を行わなかつた者 

 

第五十三条 次の各号のいずれかに該当する者は、五万円以下の罰金に処する。 

 

三 第四十一条第一項の規定による通報をしなかつた者 

四 第四十二条第二項の規定に違反して、犬を獣医師に検診させなかつた者 

五 第四十三条の規定により命ぜられた同条第一号、第二号又は第三号の措置を行わなかつた者 

第五十四条 次の各号のいずれかに該当する者は、拘留又は科料に処する。 

一 第九条第一号の規定に違反して、犬を飼養した者 

二 第二十八条の規定に違反して、特定動物を施設の外へ出した者 

三 第四十二条第一項の規定による届出をせず、又は虚偽の届出をした者 

 (両罰規定) 

第五十五条 法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関して、前五条

の違反行為をしたときは、行為者を罰するほか、その法人又は人に対しても、各本条の罰金刑又は科料刑を科する。 
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杉並区生活安全及び環境美化に関する条例 

〔平成十五年三月十七日条例第十五号〕 

改正 平成16年10月12日条例第31号 

（目的） 

第一条 この条例は、生活安全及び環境美化について必要な事項を定めることにより、生活安全及び環境美化に関する区民等

及び事業者の意識の高揚に努め、その自主的な活動を支援するとともに、地域の犯罪の防止及び環境美化の促進を図り、

もって安全で快適な杉並区（以下「区」という。）をつくることを目的とする。 

（定義） 

第二条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。 

一 区民等 区民（区内に居住する者をいう。以下同じ。）及び区内に滞在し、又は区内を通過する者をいう。 

二 事業者 区内において、事業活動を行うものをいう。 

三 関係行政機関 区の区域を管轄する警察署、消防署、国道及び都道の管理事務所その他の行政機関をいう。 

四 吸い殻等 たばこの吸い殻、チューインガムのかみかす、紙くずその他これらに類する物をいう。 

五 空き缶等 飲料、食料等を収納し、又は収納していた缶、瓶その他の容器をいう。 

六 公共の場所 道路、公園、河川、駅前広場その他の公共の用に供する場所（屋外に限る。）をいう。 

七 落書き 公共の場所及び他人が所有し、占有し、又は管理する建築物その他の工作物を、みだりに塗料等により汚損

することをいう。 

（区の責務） 

第三条 区は、この条例の目的を達成するため、次に掲げる事項について必要な施策を実施しなければならない。 

一 区民等及び事業者の生活安全及び環境美化に関する意識の啓発 

二 区民等及び事業者の行う生活安全及び環境美化に関する活動の支援 

三 安全で快適な地域社会をつくるための環境の整備 

（区民等の責務） 

第四条 区民等は、相互に協力して生活安全の確保及び環境美化の推進に努めるものとする。 

２ 区民等は、次に掲げる事項をしてはならない。 

一 吸い殻等及び空き缶等をみだりに公共の場所に捨てること。 

二 落書きをすること。 

三 自己の所有し、又は飼養（保管を含む。）する犬のふんをみだりに公共の場所に放置すること。 

３ 区民等は、次に掲げる事項に努めなければならない。 

一 公共の場所を歩行中（自転車乗車中を含む。）に喫煙をしないこと。 

二 吸い殻入れが備え付けられていない公共の場所で喫煙をするときは、携帯用吸い殻入れを携帯し、これを使用するこ

と。 

４ 区民等は、自動車（原動機付き自転車を含む。）及び自転車、家具、電気器具その他の粗大ごみをみだりに公共の場所に

捨ててはならない。 

５ 区内の土地又は建築物（以下「土地等」という。）を所有し、又は管理するものは、当該土地等を不良な状態（みだりに

草木を繁茂させ、又は廃棄物を放置すること等により、当該土地等の周辺に居住する者の健康の保持若しくは生活環境の

保全又は防犯上支障を生ずるおそれのある状態をいう。以下同じ。）にしないように、適正に管理しなければならない。 

６ 区民等は、この条例の目的を達成するため、区及び関係行政機関が実施する施策に協力しなければならない。 

（事業者の責務） 

第五条 事業者は、区内に有する事業所の周辺その他事業活動を行う地域において、生活安全の確保及び環境美化の推進に努

めなければならない。 

２ 吸い殻等及び空き缶等の散乱の原因となるおそれのあるたばこ、飲料等の製造、加工、販売等を行う事業者は、吸い殻等

及び空き缶等の散乱を防止するため、区民等に対する意識の啓発に努めなければならない。 

３ 空き缶等の散乱の原因となるおそれのある飲料、食料等の販売を行う事業者は、販売場所（自動販売機の設置場所を含む。）

に空き缶等の回収容器を設置し、これを適正に管理しなければならない。 
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４ 事業者は、看板、立札、ポスターその他これらに類する物をみだりに公共の場所に放置してはならない。 

５ 事業者は、この条例の目的を達成するため、区及び関係行政機関が実施する施策に協力しなければならない。 

（関係行政機関の責務） 

第六条 関係行政機関は、この条例の目的を達成するため、区が実施する施策に協力するものとする。 

（区民の自主的な組織活動への支援） 

第七条 区長は、生活安全の確保及び環境美化の推進に関する区民の自主的な組織活動を支援することができる。 

（安全な地域社会をつくるための環境の整備） 

第八条 区長は、共同住宅、大規模な店舗その他の規則で定める建築物（以下「共同住宅等」という。）について、建築基準

法（昭和二十五年法律第二百一号）に基づく確認申請を行おうとする建築主に対し、防犯設備の設置について、あらかじ

め、当該共同住宅等の敷地を管轄する警察署と協議をするよう指導するものとする。 

２ 区長は、街路灯の整備その他の生活安全に係る環境の整備に努めなければならない。 

（ビラ等の散乱の防止等） 

第九条 何人も、屋外広告物（第三項に掲げる文書図画を除く。）を掲出し、又はビラその他の宣伝用の物品（以下「ビラ等」

という。）を配布するときは、まちの景観及び通行の安全を害してはならない。 

２ 公共の場所において、ビラ等を配布し、又は配布されたものは、そのビラ等が散乱したときは、速やかにこれを回収し、

当該公共の場所の清掃を行わなければならない。 

３ 公職選挙法（昭和二十五年法律第百号）に基づき撤去すべき期日等が定められている選挙運動用又は政治活動用の文書図

画を掲示した者（掲示責任者を含む。）は、当該期日等までに、当該文書図画を撤去しなければならない。 

（草木の除去及び廃棄物の処理の委託） 

第九条の二 不良な状態にある土地等を所有し、又は管理する者は、疾病その他やむを得ない理由により、自ら草木の除去及

び廃棄物の処理をすることができないときは、これを区長に委託することができる。 

（生活安全・環境美化推進モデル地区） 

第十条 区長は、吸い殻等及び空き缶等の散乱が著しく、又は屋外広告物が放置され、かつ、特に生活安全の確保及び環境美

化の推進を図る必要があると認められる地区を、生活安全・環境美化推進モデル地区（以下「推進モデル地区」という。）

として、指定することができる。 

２ 区長は、推進モデル地区において、関係行政機関の協力を得て、第三条各号に掲げる事項を重点的に実施するものとする。 

３ 区長は、推進モデル地区を指定しようとするときは、当該推進モデル地区の区民及び区内に滞在する者の意見を聴くとと

もに、当該推進モデル地区を管轄する警察署と協議するものとする。 

４ 区長は、第一項の推進モデル地区を指定したときは、その旨を告示しなければならない。 

５ 第二項の規定は、推進モデル地区を変更し、又は解除する場合について準用する。 

（路上禁煙地区） 

第十一条 区長は、特に必要があると認める地区を、路上禁煙地区として指定することができる。 

２ 前項の指定は、終日又は時間帯を限って行うことができる。 

３ 路上禁煙地区においては、道路上で喫煙する行為及び道路上（沿道の植栽帯を含む。）に吸い殻を捨てる行為を禁止する。 

４ 区長は、路上禁煙地区を指定しようとするときは、当該地区の区民及び区内に滞在する者の意見を聴くとともに、当該路

上禁煙地区を管轄する警察署と協議するものとする。 

５ 区長は、路上禁煙地区を指定したときは、その旨を告示しなければならない。 

６ 前二項の規定は、路上禁煙地区を変更し、又は解除する場合について準用する。 

（指定の見直し） 

第十二条 第十条第一項の推進モデル地区及び前条第一項の路上禁煙地区の指定の見直しは、一年ごとに行うものとする。 

（協議会の設置） 

第十三条 生活安全及び環境美化に関する施策の実施に関し、区長の諮問に応じて調査審議するため、杉並区生活安全協議会

（以下「協議会」という。）を置く。 

２ 協議会は、生活安全及び環境美化に関する事項について、区長に意見を述べることができる。 

（協議会の組織） 

第十四条 協議会は、次に掲げる者につき、区長が委嘱する委員二十人以内をもって組織する。 
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一 区民 

二 学識経験者 

三 関係行政機関の職員 

２ 委員の任期は二年とし、再任されることを妨げない。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（協議会の会長） 

第十五条 協議会に会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

３ 会長に事故があるときは、会長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。 

（協議会の会議） 

第十六条 協議会は、会長が招集する。 

２ 協議会は、委員の半数以上の出席がなければ、会議を開くことができない。 

３ 協議会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは会長の決するところによる。 

４ 協議会の会議は、公開とする。ただし、協議会の議決があったときは、非公開とすることができる。 

（勧告及び命令） 

第十七条 区長は、第五条第三項の規定に違反している事業者に対し、回収容器を設置し、又はこれを適正に管理するよう勧

告することができる。 

２ 区長は、第九条第一項の規定に違反した者に対し、屋外広告物の撤去又は通行の安全の確保その他必要な措置を講じるよ

う勧告することができる。 

３ 区長は、第九条第三項の規定に違反した者に対し、文書図画の撤去その他必要な措置を講じるよう勧告することができる。 

４ 区長は、第四条第二項各号若しくは同条第四項の規定に違反した者又は同条第五項若しくは第九条第二項の規定に違反し

たものに対し、生活環境を著しく害していると認めるときは、期限を定めて、必要な改善その他必要な措置を命ずること

ができる。 

５ 区長は、第一項から第三項までの規定による勧告又は前項の規定による命令を受けたものが、正当な理由なくその勧告又

は命令に従わないときは、その旨を公表することができる。 

（代執行） 

第十七条の二 区長は、第四条第五項の規定に違反して前条第四項の規定による必要な改善その他必要な措置を命ぜられた者

がこれを履行しない場合において、他の手段によってその履行を確保することが困難であり、かつ、その不履行を放置す

ることが著しく公益に反すると認められるときは、行政代執行法（昭和二十三年法律第四十三号）の規定により、自ら義

務者のなすべき行為をなし、又は第三者をしてこれをなさしめ、その費用を義務者から徴収することができる。 

（立入調査） 

第十七条の三 区長は、この条例の施行に必要な限度において、その職員に、必要と認める場所に立ち入り、その状況を調査

させ、又は関係人に質問させることができる。 

２ 前項の規定により立入調査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係人に提示しなければならない。 

（委任） 

第十八条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

（罰金） 

第十九条 推進モデル地区内において第四条第二項各号の規定に違反し、第十七条第四項の命令を受けてこれに従わなかった

者は、五万円以下の罰金に処する。 

（告発） 

第二十条 前条に該当する者があるときは、区長は、これを告発するものとする。 

（過料） 

第二十一条 次の各号のいずれかに該当する者は、二万円以下の過料に処する。 

一 推進モデル地区内において第四条第二項各号の規定に違反し、生活環境を著しく害していると認められる者（次号に

該当するものを除く。） 

二 第十一条第三項の規定に違反して喫煙し、又は吸い殻を捨てた者 
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杉並区動物との共生を考える懇談会設置要綱 
   〔平成17年４月21日17杉並第4198号〕 

（目的） 

第１条 杉並区における動物に関わる問題について協議し、「人と動物との共生」を目指す構想づくりのため、杉並区動物と

の共生を考える懇談会（以下「懇談会」という。）を設置する。 

 （所掌事項） 

第２条 懇談会の所掌事項は、次のとおりとする。 

 (１) 動物愛護の基本的考え方に関すること。 

 (２) 動物の管理と適正飼養に関すること。 

 (３) 動物愛護の普及啓発に関すること。 

(４) 飼い主のいない猫に関すること。 

(５) その他区長が必要と認めた事項 

（構成） 

第３条 懇談会の委員は、次に掲げる者のうちから、区長が委嘱する委員１５名以内をもって構成する。 

 (１)  学識経験を有する者 

(２) 地域団体等を代表する者 

(３) 公募区民 

(４) 杉並保健所長 

（会長及び副会長） 

第４条 懇談会に会長・副会長を置く。 

２ 会長は会務を総理し、懇談会を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故等があるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第５条 懇談会は会長が招集し、委員の半数以上の出席をもって成立する。 

２ 懇談会の議事は出席委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。 

３ 会長は、必要があると認めるときは、関係者及び区職員の出席を求め、意見を聴くことができる。 

４ 懇談会は公開とする。ただし、懇談会の議決があったときは、非公開とすることができる。 

 （委員会） 

第６条 会長は、所掌事項について調査及び検討等を行い、報告書を起草するための起草委員会（以下「委員会」という。）

を懇談会の下に置くことができる。 

２ 委員会には委員長を置き、会長が指名する委員をもって充てる。委員会構成は会長 

が指名する委員等をもって構成する。 

３ 委員長は、委員会を招集し、委員会の経過、結果及び進捗状況等を会長に報告する。 

 （庶務） 

第７条 連絡会の庶務は、杉並保健所生活衛生課、公園緑地課、環境課及び教育委員会指導室の各課共同で処理する。 

（補則） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は保健福祉部長が別に定める。 

附 則 

１ この要綱は、平成17年４月21日から施行する。 

２ この要綱は、平成18年３月31日をもって廃止する。 
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杉並区動物との共生を考える懇談会及び起草委員会検討経過 

 主 な 検 討 項 目 主  な  検 討 内 容 

第一回 

懇談会 

（５月30 日） 

① 共生総論 

② 社会的背景～今なぜ

「共生」なのか？ 

③ 「共生」を阻むもの

は？ 

・ 委員委嘱、区長挨拶、委員自己紹介の後、座長・

副座長を選任 

・ 懇談会の設置趣旨、検討方針、杉並区の現状等に

ついての事務局説明の後、現状、社会的背景、共

生に対する考え方、教育の役割、意識啓発、マイ

クロチップ・登録制、動物由来感染症、ペット新

税 

などを中心に検討・意見交換 

第二回 

懇談会 

（６月29 日） 

① 「共生」の基本的な考

え方 

・ あるべき共生社会とは 

② 動物と教育 

・ 子どもたちの成長・人格

形成と動物の関係 

・ いじめ・虐待との関わり

・ 教育現場での取組みの

あり方 

・ 少子高齢化、都市化、住民意識の多様化、地域コミ

ュニティの希薄化など共生を取り巻く環境変化と

その対応 

・ 飼い主責任の明確化と個体識別 

・ 子どもの成長・教育における動物の果たす役割 

・ 動物の学校飼育に係る現状と様々な制約条件・問題

点 

・ 学校飼育動物以外での教育的な取組み  

などを中心に検討・意見交換 

第三回 

懇談会 

（７月28 日） 

① 飼い主のいない猫対策 

② ペットの飼育に関わる

問題の解決に向けて 

③ 条例化について 

④ 起草委員会の設置 

・ 不妊去勢事業の拡充 

・ 地域ぐるみの取組みの必要性とその方策 

・ 飼い主マナーの徹底への取組み 

・ 教育的配慮の必要性 

・ 飼育環境・施設の整備 

・ マイクロチップと登録制 

などを中心に検討・意見交換 

第一回 

起草委員会 

（８月19 日） 

① 懇談会報告書骨子検討 

② 区民意向調査速報等の

報告 

・ 罰則 

・ 教育その他 

を中心に報告書案検討 

第四回 

懇談会 

（８月31 日) 

① 区民意向調査速報報告 

② 条例化（罰則関係等） 

③ 報告書の骨子 

・ 条例化（罰則、マナー、啓発等） 

・ 報告書の骨子（学校教育、モラル等） 

などを中心に検討・意見交換 

第二回 

起草委員会 

（９月５日） 

報告書（案）の検討 

 

・ 条例化（罰則等） 

・ その他（登録制、飼い主のいない猫問題） 

を中心に報告書案検討 

第三回 

起草委員会 

（９月21 日） 

報告書（案）の検討 

 

・ 動物を巡る杉並区の現状 

・ 共生の社会づくりにむけて 

・ 施策への取組み方針 

・ 猫の登録制について 

を中心に報告書案検討 

第四回 

起草委員会 

（10 月13 日） 

報告書（案）検討 

 

 

・ 具体的施策の展開 

・ 教育からのアプローチ 

・ 「（仮称）動物との共生に関する条例」について 

・ その他（動物虐待・遺棄、集合住宅のペット、介

助犬、ペット新税等） 

を中心に報告書案検討 
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第五回 

懇談会 

（10 月18 日） 

① 起草委員会中間報告 

② その他 

起草委員会から中間報告のあった報告書案につい

て、検討・意見交換 

第五回 

起草委員会 

（11 月14 日） 

報告書（案）検討 

 

猫の登録制などを中心に、報告書（案）全般につ

いて、質疑応答・意見交換を行い、必要な修正を行

ったうえで、報告書（案）として次回懇談会に報告

することに決定 

第六回 

懇談会 

（11 月21 日） 

① 起草委員会報告 

② 報告書（案）検討 

③ 報告書（案）決定 

 

起草委員会から報告された報告書（案）について、

猫の登録制、教育関係など全般について、質疑応答・

意見交換を行い、必要な修正を行ったうえで、報告

書として決定 
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杉並区動物との共生を考える懇談会委員名簿 

平成17 年5 月30 日 

※１は会長、２・13 は副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 氏   名 所  属  等 備   考 

１ 加藤
かとう

  元
げん

 
NPO 法人J-HABS 会長 

コロラド州立獣医科大学客員教授 

日本動物病院福祉協会常任 

学術アドバイザー、獣医師 

２ 矢花
やばな

 公平
こうへい

 矢花公平法律事務所 弁護士 

３ 山崎
やまさき

 いく子 日本愛玩動物協会常任理事 東京都動物愛護推進員 

４ みなみ らんぼう 
武蔵野市教育委員 

みやぎ夢大使 

シンガーソングライター エッ

セイスト 

５ 米川
よねかわ

 秀彦
ひでひこ

 東京都獣医師会杉並支部長 
東京都獣医師会杉並支部 

推薦、獣医師 

６ 乾
いぬい

  洋史
ひろし

 浜田山小学校校長 
杉並区立小学校校長会 

推薦 

７ 佐藤
さとう

 正江
まさえ

 杉並区馬術連盟理事 杉並区馬術連盟推薦 

８ 中智
なかち

 正直
まさなお

 杉並区町会連合会常任理事 杉並区町会連合会推薦 

９ 塩坪
しおつぼ

 三
みつ

明
あき

 
NPO 自然と動物を考える市民 

会議代表 
NPO 代表 

10 内田
うちだ

 寿子
としこ

 久我山小学校PTA 会長 
杉並区立小学校PTA 連合 

協議会推薦 

11 小峰
こみね

 すゝき 
杉並区保護観察協会 

総務部長 
公募区民 

12 目黒
めぐろ

 美佳
み か

 脚本家、文筆業 公募区民 

13 長野
ながの

 みさ子 杉並保健所長 医師 
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動物との共生を考える懇談会起草委員名簿 

平成17 年8 月19 日 

※１は委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 氏   名 所  属  等 備   考 

１ 長野
ながの

 みさ子 杉並保健所長 医師 

２ 矢花
やばな

 公平
こうへい

 矢花公平法律事務所 弁護士 

３ 山崎
やまさき

 いく子 日本愛玩動物協会常任理事 東京都動物愛護推進員 

４ 米川
よねかわ

 秀彦
ひでひこ

 東京都獣医師会杉並支部長 
東京都獣医師会杉並支部推

薦、獣医師 

５ 塩坪
しおつぼ

 三
みつ

明
あき

 

NPO 自然と動物を考える市民会

議代表 

NPO 代表 

６ 目黒
めぐろ

 美佳
み か

 脚本家、文筆業 公募区民 




